


LINEMANE 


No.52 





ンー アー 
ラン グラ ウノ うー 


天使 に 会 っ た ら 、 天 本 ゃ 半 \ ! 


PHOTOGRAPH :KAZUMI_ KURIGAMI 





エン ジェ ル ・ ダ スト 目次 プス タッ フ ・ キ ャ スト 


に トン ヘア ジラ レア 4 に 


】 ミ 4 ) 
(ルク, 
6 だ パナ / み た り 
6@ 人 石井 陸上 訪 の 「 復活 」 安井 豊 
10@ 瑞 性 具有 用 の 爵 ン 樋口 泰 人 
PR と 人 1 に 1: よ コ 
15@ 人 石井 聴 上 の 心理 分 折 
16@⑯ キ ャ スト ・ フ ブロ フィ ー ル 
21@ 英和 堆 プロ フィ ー ル フィ ル モ グラ フィー 
と 2 アレン ジグ ん ジュ ゲ ム に に ルン 
SUR 4 る ツク も) 
26 スト レン ジ ・ ブ フト ニッ ク ・ フ ブウ ・ ス トー リー 岡崎 京子 
30@ き エン ジェ ル ・ ダ スト 」 の 1Opieces( プ ロダ クシ ョ ン ・ ノ ー ト ) 
233 ) Behind the Subtitles 天野 じゅ ね っ と 


1994 年 / 日 本 映画 ノ カ ラー 110 分 プ 35 ミ リバ 1:1.66( ヨ ー ロ ッ パ ・ ビ スタ ) 
アミ ュー ズ ビ デオ + ツイ ンズ + ユー ロス ペー ス 提 携 作品 配給 ユー ロス ペー ス 


監 督 : 石 井 聴 玉 

脚本 : 生 田 萬 石井 聴 瓦 
yy 

照明 : 水 野 研一 
美術 : 丸 尾 知行 

音楽 : 長 詞 寛 幸 ( 東 京 ダ ウザ ー) 
録音 : 公 池 信之 

編集 : 松 尾 浩 石 井 聴 玉 
製作 担当 鎌田 賢一 

に 本 9 語 人 4 

人 筐 モ 

プロ デュ ー サ ー: 真 木 太郎 

に 本 ンタ 

堀越 謙三 

ライ ン ・ プ ロ デ ュ ー サ ー: 下 田 淳 行 
キマ 3 時 ルコ E ニ Y3 か ル 4 
コリ リア ルッ ピニン ニシ 
ユー ロス ペー ス 


dl 還 間 3 訂 > 
阿久 礼 : 若 松 武 
本 
武井 ゆう き : 滝 沢 涼子 
番場 二 三男 : 塩 野谷 正幸 
島田 孝太 郎 : 近 藤 等 則 
芦田 慎二 : ユ キオ ヤマ ト 
左右 田 教授 : 秋 山 仁 
EE 間 還 IS コ 四 区 / 


ンダ / 
wo WU 


Directed by SOGO ISHII 
Written by YOROZU IKUTA /SOGO ISHII 
Director of Photography : NORIMICHI_ KASAMATSU 
Lighting by KENICHI MIZUNO 
Production Designer : TOMOYUKI_MARUO 
Music by HIROYUKI_NAGASHIMA 
SOund Editor : NOBUYUKI _KIKUCHI 
Edited by HIROSHI_MATSUO /SOGO ISHII| 
Production Manager : KENICHI KAMATA 
Assistant Director : MORIO OHARA 
Executive Producer : SATOSHI_ KANNO 
Producers : TARO _ MAKI. 

回 軸 間 0 

KENZO HORIKOSHI 
Line Producer : ATSUYUKI SHIMODA 
Production : TWINS JAPAN INC. 
In Associate with AMUSE VIDEO, 

EURO SPACE INC. 


エン 4 
tei 


Setsuko Suma : KAHO MINAMI 

Rei Aku : TAKESHI WAKAMATSU 
Tomoo Suma : ETSUSHI_TOYOKAWA 
Yuki Takei : RYOKO TAKIZAWA 
Fumio Banba : MASAYUKI SHIONOYA 
Kotaro Shimada : TOSHINORI_KONDO 
Shinji Ashida : YUKIO YAMATO 
Professor Souda :JIN AKIYAMA 

Endo :TOMOROWO TAGUCHI 
























に ーー 
人 の 2002 の グン ンタ 2 
だ し 
アッ 24 2 
まま も * シ 4 し 6 も も えす オ すそ | ドク すす 】 し ロ ヵ す 『 2 
ます チ 
ば 4。 
きま 
まま すす 
「 ず 
が 
すす 
59 を Prg 8 
の 2 ルル アア ンプ タン ンー シ ャ スー ャ アテ デー ュー ンー と と っ 
と 
レイ 
2 2 2 
y 
1 


2 エン ジェ ル ・ ダ スト 
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文 石井 聴 玉 が 選 っ て きた 。 彼 自身 、 そ し て 観客 が 待ち 望ん 
で いた 新作 ! エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』。1984 年 『 逆 噴射 家族 』 以 
来 、 実 に 10 年 ぶら の 劇場 用 長編 映画 に な る 。 一 昨年 の 秋 
か ら 具 体 化し た この 企画 の 脚本 を 共同 で 練 60 あげ た の は 劇 
団 ブリ キ の 自発 団 " を 主宰 する 生田 萬 。 石井 の 持ち 味 で あ 
る 硬質 さと 生田 の どこ か 温 も 0 を 感じ きせ る 作風 が 溶け 合 
っ て 、 日 本 版 ? 汗 た ちの 沈黙 』 と ょ も いえ る 密度 の 濃い スト ー 
一 が 計 ま れれ た だ 。 


文大 都市 、 東 京 。 飛 目 の 中 で お こる 、 若 い 女 性 ば か 5 を 狙 
っ た 連続 殺人 事件 。 解 決 の た め 起用 され た の は 美しい 捜査 
官 。 事 件 の 鍵 を 握る の は 新興 宗教 に 走っ た 人 間 を 荒っぽい 
心理 療法 で ひき も どす こと を 仕事 に し て いる 逆 ( 再 ?) 洗 脳 
士 。 ふ た 0 は が つて 同じ 研究 室 に 籍 あお いた 窓 人 同士 で も 
あっ た 。 精神 分 林 、 デ フ プログ ラミ ンク 、 マ イン ドコ ント ロ 
ー ル な ど を 核 と し て 物語 は 展開 する が 、 昨 年 あたり ワイ ド 
ショ ー を 賑わせ た 話題 を 後追い する よう な も の で は な い 。 
自分 以外 の 何者 か に コン トロ ー ル され る ろ る 脳 と いう の は 今 ま 
で の 石井 作品 に も し ば し ば みう けら れる イメ ー ジ 。 それ を 
今回 は フラ ブフ ・ ス トー リー に か ら め 、 期待 を 切 ら な い 疾 走 
感 と 、 よ 56 柔軟 に な っ た 語 6 品 で 映像 化し た 。 
文 ヒ ロイ ン の 異常 犯罪 性 格 分 析 官 日 本 で は まだ 存在 し 
て いな い 職 種 だ が 最近 ベス ト セ ラー と な っ た 「FBI 心 理 分 
析 官 」 で 書 が れ て いる の と 同じ 仕事 内 容 。 プ ロフ ァ イ ラ ー 
と も いう 須磨 節子 を 演じ る の は 南 果 歩 。 小 栗 康平 監督 
品 『 伽 爺 子 の た め に 』(C84) で 主役 に 抜 握 され て 以来 、 多 
方 面 で を その 魅力 を 開花 きせ て きた 。 透明 感 ある 声質 を 今回 
は 低く 抑え 、 新 境地 を 開い て いる 。 その 夫 ト トモ オ に は 、 
『12 人 の 優 しい 日 本 人 』(91)『 き らき ら ひ か る 』(C92) な ど で 
独特 の 存在 感 が 注目 され て いる 豊川 悦司 。 逆 洗脳 士 、 阿 久 








礼 に は 寺山 修司 主 学 の ' 天井 機 敷 」 の 看板 役者 と し て 活躍 後 、 


数 多く の 殺 台 、 テ レビ 、 映 画 に 参加 し て いる 若松 武 。 阿久 
の 上 者 、 ゆ うき は 792 年 「 至 春 デ ン デ ケ デ ケ デ ケ 』 で デビ ュー 
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し た 滝沢 涼子 が 熱演 する 。 ヒ ロイ ン と 共に 捜査 に あたる 刑 
事 に は 『 病 院 で 死ぬ ね と いう こと 』 の 演技 が 記憶 に 新 し い 塩 野 
谷 正 款 と 、 ニ ュー ヨー ク で 人 磁 条 を 積ん だ ユキ カト Ji 
の 上 司 に トラ ン ベ ッ ト 奏 者 近藤 等 則 、 精 神 分 析 医 に は 長髪 
の 数 学者 と し て お 馴染 み の 秋山 仁 と いう 異色 キャ スト 。 


文 この 作品 の も う ひ と 0 の 主人 公 は "東京 』 だ 。 ま る で 深海 
の よう に 息苦し いこ の 大 都市 へ の 愛憎 を 描き た い それ 
は 石井 の 長い 間 の 課題 で も あっ た 。”92 年 、WOWOW の 」・ 
MOVIE・WARS で 撮っ た 短編 の タイ トル も 『TOKYO BLOOD』 
だ っ た よう に 。 を その 時 も 、 そ し て 今回 も 、 制約 が 多く 絵 に 
な り に くい この 街 を 実に 魅力 的 に と ら え て みせ た の は 、 撮 
影 の 笠松 則 通 。 石井 作品 と は 『 狂 い 咲 き サ ンダ ー ロ ー ド 」 
C80) か ら の つき あい 。 を その 後 、 阪 本 順治 監督 、 松岡 錠 司 監 
辿 作 品 や CM な ど で 和 活躍 中 の 実力 派 キ ャ メラ フラマン 。 サ スペ 
ンス の 緩急 を 彩る ろ る 、 街 の た め 息 や 月 の 鼓動 の よう な 音 は 東 
京 ダ ウザ ー の 長島 寛 圭 。 石 井 の 短 編 作品 で も 音楽 を 担当 し 、 
フィ ルム に 合わ せ た ラ イブ 活動 も 行っ て いる 。 監督 の 強い 
割当 (6 寺 ば れれ た チー マ 昌 0 の た 0 の シス ンク (UNMINOM 
THE SEASON」 は 60 年 代 に 次 々 と ヒッ ト 曲 を 生み 出し た 
イギリス 出身 の ゾン ビー ズ の 通算 13 枚 目 の シ ング ル 。 1968 
年 4 月 、 全 米 で 3 位 に まで な っ て いる 。 





友 『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 」 は 過剰 な 情報 と 物質 に 囲ま れ て 、 
何 が 自分 の 本 当 の 思 大 な の か を 見 極め に くく な っ た 現代 を 
呼吸 し て いる 。 愛情 も また 、 抱 擁 や 優し い 言 葉 の や 0 と 6 
で は な く 「 う つる 」 ほ ど に 強い 感情 と し て 存在 する 。 脳 に 
「 移 る 」、 あ る い は 身体 に 「 伝 染 る 」。 そ を そこ に “いま "の 愛 の 凄 
が II 也 つ 0G いる イコ ヨッ ラク リス ペン スス 。 で て れ が リド ン レン 
ェ エリ スト な が の だ 。 ら な が み に ク イト ル と な つた エレ シン 
ェ ル ・ ダ スト "と は 象 の 麻酔 薬 と し て も 使わ れ て いる 世界 最 
強 の ドラ ッ グ の 名 。 その 名 の と お り 、 こ の 映画 は こま か い 
雇 と な っ て きっ と 観る 者 に も 「 う つる 」 は ず だ 。 


メメ メメ メメ メメ メア 
e 
ゃ 
ゃ 
e 
e 


後楽 園 
Korakuen 


ooo@oooo@oo@oooAooooo の ひひ の の ゃ の oo 
LA e 
e 


東京 
Tokyo 


o* Be 
ら @@ ii 


浜松 町 
Hamamatsu-cho 


も の が た り 


け の 


娘 大 都会 、 東 京 の 月 曜日 、 午 後 6 時 。 混 み 合 っ た 山手 線 が 


溢 谷 の ホー ム に 滑り 6 込ん だ その 時 、 若 い 女 性 が 崩れ 落ち た 。 


そし て 1] 週間 後 、 や は 5 同じ 月 曜 6 時 の 山手 線 内 、 浜 松 町 
付近 で 同じ 年 頃 の 女性 が 殺さ れる 。 死因 は どちら も 注射 針 
の よう な も の で 注 人 され た 毒 。 謎 の 連続 殺人 事件 の は じ ま 
St22176 

文 事 件 解決 に 起用 きれ た の は 科学 光 察 研究 所 、 異 常 犯 罪 性 
格 分 析 官 、 須 磨 節 子 ( 南 果歩 )。 外 見 は 華 礁 だ が その 実績 は 
営 察 で も 一 目 お か れ て いる 。 尊 人 課 の 部 長 、 鳥 田 (近藤 等 
則 )、 刑 事 の 番場 (塩野 谷 正幸 )、 芦 田 ( ユ スキ オヤ マト ) と 組 
み 、 節 子 の 犯人 探し が は じ ま る 。 し か し 次 の 月 曜日 、 大 量 


に 動員 され た 捜査 員 に も か か わら ず 、 ま た し て も 上 衆目 の 中 、 


第 三 の 殺 人 が 起こ っ て し まっ た 。 

文 第 一 被害 者 の 朝日 由美 子 だ けが 正面 か ら で は な く 背 中 か 
ら 刺 され て いる こと を 重く 見 た 節子 は 、 由 美子 の 家 を 訪ね 
る 。 人 けり の な い 、 都 会 の 死角 の 写真 ば か 5 を 撮っ て いた 由 
美子 の 部 屋 。 机 の 蔵書 の 一 民 に は さま れ て いた 写真 に 節子 
は 目 を と め る 。 写っ て いた の は "リフ リー ジン グ ・ サ イコ 
リュ ウム "の 精神 科 医 、 阿 久礼 (若松 武 ) だ っ た 。 由 美子 は 
か つて 「 絶 対 真理 教団 」 と いう カル ト の 信者 だ っ た こと が あ 
り 、 家 族 が 娘 を 取り 0 戻す た め に 逆 洗脳 を 依頼 し た の が 、 阿 
7 だ つつ 7 だ 

文 阿久 と 節子 は か つて 同じ 大 学 の 精神 医学 研究 室 に 籍 を 軒 
き 訟 に 落ち た 過去 が ある 。 鋭 すぎ る 頭脳 と 孤高 の 哲学 ゆえ 
アカ デミ ッ ク な 世界 か ら 異 端 児 あ つか いさ れ た 阿久 と 、 法 
医学 界 の 権威 、 高 原 学部 長 の 娘 で ある 節子 の カッ プル は 有 
名 だ っ た 。 や が て 、 あ る 連続 尊 人 事件 に まき こま れ た こと 
を きっ か け に 阿久 は 大 学 を 追放 され て 海外 へ 。 彼 子 は 研究 
室 の 同僚 で 、 今 は 精神 科 医 と し て 病院 に 勤め る 須磨 トモ オ 
(豊川 悦司 ) と 結婚 し 家庭 を 築い て いた 。 

支 訟 人 同士 だ っ た ころ 、 一 緒 に ケー ビン グ を し た 洞 窒 入 口 
で 8 年 ぶり の 再会 を 果たし た 二 人 。 事 件 の 被害 者 た ち に は 
必ず 共通 の 鍵 が ある 、 て 確信 する 節子 は 、 か つて 「 ど ん な 
通 ? 魔 尊 人 も 無 差別 で は な い 」 と 語っ て いた 阿久 に 捜査 へ 
の 協力 を 請う 。 第 一 被害 者 は 破壊 的 カル ト に 走っ た 経験 が 
あり 、 第 二 被 害 者 は 一 人 暮 ら し の 画 学生 、 第 三 被害 者 は 自 
閉 症 児 の 研究 の た め に 自ら 半年 も 口 を きか ず に 過ごし た セ 
フ ビ スト の 卵 …… 三 人 に 共通 する 強い 孤立 感 、 破 減 感 は 阿 
久 を その 人 の も の で も あり 5、 節 子 自身 の も の で も あっ た 。 

文 「 絶対 真理 教団 」 で 聞き 込み を し よう と する 節子 。 を そこ へ 
か か っ て きた 繁 急 の 電話 は 阿久 か ら の も の だ っ た 。 すべて 
を 見 透かし た よう に 節子 の 仕 種 まで 言い 当て る 阿久 が 受話 
合 の び こ う で ささ や く 。「 犯 人 の 感情 の 一 部 は すでに 君 の 
中 に いた 」 と 。 

娘 そん な 中 、 第 四 の 被害 者 が 早稲 田 の 裏道 で 襲わ れる 。 山 
手 線 を 離れ て 重ね られ た 犯行 に 焦り を 覚え る 節子 。 い つも 
穏やか な 愛情 で 節子 の 疲れ を 癒し て くれ る 夫 の トモ オ は 
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「 異様 な 事件 だ 。 あ せら な い 方 が いい 」 と 言っ て は くれ る の だ 
が 、 節 子 が 追い 詰め られ て いる の は むし ろ 阿 久 と の 間 題 だ 
っ た 。 彼 の 医 が うつ 6、 気 が つく と 彼 の 頭 文字 を 書い て い 
る …… 阿久 が 自分 を 浸食 し て いく よう な 感覚 に 快 える 節子 。 
文 個 然 の きっ か け か ら 、 節 子 は 被害 者 た ち が 皆 、 あ る バタ 
ー ン の 色合い を 身 に つけ て いた こと に 気がつく 。 健常 な 目 
に は そう と 見 えな い が 、 後 天性 二 種 異常 色覚 と いう 特殊 な 
ハン ディ を 持つ 、 阿 久 に は そう 映る はず の 色合い だ 。 改 め 
て 犯行 現場 を 調べ て みる と 、 を そこ に A の 文字 が 浮か び 上 が 
る 。A を 描く 点 だ と し た ら 、 次 は 後楽 園 か ? 人 節子 は 犯人 の 
目 に な っ て 家路 を 急ぐ 人 の 群れ に 目 を 走ら す 。 その 辺 力 も 
むなしく 結局 は 、 目 の 前 で 五 人 目 の 被 害 者 が 倒れ る 。 

娘 阿久 サイ コリ ュ ウ ム に た ず ね て 問い た だ す が 「 そ ん な 
亡 想 誰が 信じ る ? 狂っ て きた の は 君 の 方 だ ね 」 と と 5 あ っ 
て は くれ な い 。 君 を 今 で も 愛し て いる 、 と 言う 阿久 に 動 播 
する 節子 。 

支 彼女 は 次 の 月 曜日 6 時 、 池 袋 の 地下 道 に 立つ 。 そ こ で 阿 
久 を 見 た の は 気 の す せい だ っ た の だ ろう か 。 皿 張 の あま り 節 
子 は 倒れ て し ま う 。 結局 を の 夜 犯行 は ね お こら な か っ た 。 
支 ひ と 6 家 で 休ん で いた 節子 の も と に か か っ て くる 電話 。 
「' なぜ 私 を つか まえ に こない ?」。 車 を 走ら せ 阿 久 の も と へ 出 
掛け て いく が 、 そ の 地下 室 に は 阿久 を 映し 出す ブラ ウン 管 
が 置か が れ て いる ば か り 5。 無人 の 逆 洗脳 室 に 閉じ 込め られ 、 
阿久 の 堂 の 上 で 弄 ば れ て 錯乱 する が 、 そ こ へ 阿久 の 患者 が 
人 人 っ て きた の を 機 に 節子 は 逃げ 出 し た 。 

文 家 に 戻っ た 節子 を 迎え た の は トモ オ の 死 だ っ た 。 節子 は 
精神 の バラ ンス を 失い 人 入院 する 。「 す べ て 阿久 と 私 の せい 
だ 。 二 人 の 関係 が 犠牲 者 た ち を 呼び 寄せ て いる 」 と 言う ば 
か 0 だ 。 初 の 男性 被害 者 と 思わ れ た トモ オ が も と も と アン 
ドロ ギュ ノイ ド ( 両 性 具有 者 ) で あり 、 し か も 二 勢 し て いた 
こと が 判明 する 。 

満 月 の 夜 、 病 院 を 抜け 出し た 節子 は 、 サ イコ リュ ウム で 
阿久 と 向かい 合う 。「 こ れ が あな た の 愛 な の ? それ と も 私 
の せい?」 阿 久 を 刺 そ うと する が ナイ フ は 彼 の 肩 あ か すっ て 
床 に 落ち る 。 そ こ へ 、 武 井 ゆ うき (滝沢 当 子 ) が 姿 を あら わ 
す 。 い つが 見 か ゆり た 軸 者 だ 。 

文 ゆ うき は 以前 ' 絶対 真理 教団 」 の 信者 だ っ た が 阿久 の 強引 
な 逆 洗 脳 を 受け た 。 そ の 時 、 ゆ うき の 中 に 悦楽 殺人 狂 と い 
う 隠 れ さ れ た 人 格 を 発見 し た 阿久 は “ 蜂 に ささ れ た た め に 
手 を 放し て 母 を 死な せ た "” と いう フィ クシ ョ ン の トラ ウマ 
を すり こみ 彼女 を コン トロ ー ル し て きた 。 し か し 、 今 、 ゆ 
うき は 阿久 に 迫る 。「 先生 は 悪魔 だ 。 逆 洗脳 する ふり を し 
て ゆう き を 殺人 和信 に し た ん だ 」。 そ れ で は 真犯人 は ? 思 
ぬ 展 開 に 敬 く 節子 に 向け られ た 凶器 。 し か し 、 そ の 毒 針 は 
阿久 の カカ で 、 ゆ うき 自身 へ と 向け られ る 。 

文 称 察 に 囲ま れ 肩 を 寄せ 合う 阿 久 と 節子 。 富 士 山 が 朝焼け 
過当 まう で いく / 
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自立 し た 世界 


私 は '91 年 に 、 ご この パン フレ ッ ト に も 参加 し て いる 
だ ろう 樋口 泰 人 と と も に 、 ア テ ネ ・ フ ラン セ で 石井 聴 
舟 の 特集 上 映 を 行なっ た 。 そ れ は 、 初 期 8 ミ リ 作 品 か 
ら CM、 カ ラオ ケ ・ ビ デオ まで 、 こ れ ま で の 石井 の 仕 
事 を で きる か ぎり 網羅 し た も の だ っ た 。 だ が 、 和 石井 の 
多様 な 仕事 ぶり を 紹介 する こと に 、 こ の 企画 の 意図 が 
あっ た わけ で は な い 。「 石 井 聴 玉 復 活 奈 」 と 題 さ ご れ た 夕 
イト ル か ら も 明らか な よう に 、84 年 の " 逆 噴 射 家 族 』 


_ 以来 、 長 編劇 映画 を つく れず に いた 人 彼 の "復活 」 を 祝う 


こと に 、 私 た ちの 意図 は あっ た の だ 。 い まだ 企画 段階 
で ある に も か か わら ず 、 い ちはや くそ の "復活 」 を 祝っ 
て し まお うと いう の だ か ら 、 当 の 本 人 に し て みれ ば 迷 
惑 な 話 で あっ た ろう 。 事実 、「 ゴ ッ ド ・ ス トー ン 」 と 名 
づけ られ て いた その プロ ジェ クト は 、 実現 し な か っ た 
の で ある 。 し か し 、 私 は 、 あ の 時 点 で 「 復 活 」 を 祝っ た 
こと に 、 間 違い は な か っ た と 思っ て いる 。' 石井 が いよ 
いよ 新作 を 撮る らし い 」 と いう 噂 は 、 そ れ 以 前 に も い 
く ご と な く 聞 いて いた 。 ま た 、 そ の 後に も いく つか の 
回 ジェ ク ド が か が 、 浮 し で は 消え で いう ただ 。 に も が か か 
わら ず 、『 狂 い 咲 き サ ンダ ー ロ ー ド 』(80) か ら 10 年 以 
上 が 経過 し た '91 年 の あの 時 点 で こそ 、 石 井 の 「 復 活 」 
を 祝福 し な けれ ば な ら な いと 思っ た の に は 、 そ れ な り 
の 理由 が あっ た の だ 。 

石井 は 、 つ ね に 自立 し た 世界 を 構成 し て きた 。 そ の 
世界 は 、 私 た ち が ふ だ ん 生活 し て いる 時 間 や 空間 を い 
くら 延長 し て いっ た と し て も 見 つけ る こと の で き な い 
世界 そし て ある 。 た と えば 、『 和 狂い 咲 寺 サン ダー ロー 
ド 」 の 〈( 街 (スト リー ト )〉 や! 爆裂 都市 』C82)( 都 市 (シテ 
ィ ))〉 は 、 い つつ 存在 し て いた の か も わか ら な いし 、 ご どこ 
に 存在 し て いる の か も わか ら な い 。 そ れ ら は 、 誰 も が 
経験 的 に 知っ て いる 時 代 や 地名 に 帰属 し て は いな い 。 
( 街 7? は 〈( 街 7 と し て 、〈 都 市 7 は (都市 y/ と し て 、 そ れ 自 体 
で 自立 し よう と し て いる の だ 。 石井 の 映画 に お いて 最 
も スリ リン グ な 瞬間 は 、 そ の ご どこ に も な い は ず の 世界 
が 私 た ちの 目 の ま え に 出 現す る と き で あり 、 ま た その 
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瞬間 だ けが リア ル で ある 。 と ころ が 私 た ち は 、 そ の 自 
立 し た 世界 に 、 ふ だ ん 生活 し て いる 世界 を 重ね 合わ せ 
よう と ば か り し て は いな か っ た だ ろ つ か 。 も ちろ ん 、 
その 目 立 し た 世界 に は 、 私 た ちと 同じ 人 物 が 写っ て い 
る し 、 聴 いた こと の ある 音楽 も 流れ て いる だ ろう 。 と 
き に は 、 あ り ふ れ た 物語 だ っ て 語ら れ て いる か も し れ 
な い 。 だ が 、 私 た ち は 、 そ の よう な 人 物 や 、 音 楽 や 、 
語 と いっ た 、 時 代 風 俗 と し て 流行 っ た り 、 古 び た り 
する も の ば か り に 目 を 奪わ れ て 、 和 石井 固有 の その 世界 
を 見 そこ な っ て いた の で は な い だ ろ うつ か 。 私 た ち が 石 
井 の 「' 復 活 」. を 望ん だ 理由 の ひと つ は 、 そ こ に あっ た 。 
時 代 風俗 を 気 に す る 必要 の な く な っ た いま だ か ら こ そ 、 
石井 に よっ て 構成 され た その 世界 を 、 は っ きり こと 見 て 
と る こと が で きる だ ろう と 考え た の で ある 。 


ゃ ヾ ゃ や ア 。 で た 

プ ジ 妃 の 逆襲 

⑨ 映 像 と 音響 に よっ て 自立 し た 世界 を 構成 する 石井 の 
構成 力 は 、 こ の 上 も な く 貴 重 な むものである 。 映画 づく 
り を 庭 づ くり に た と える の も お か し い が 、 日 本 の 庭園 
づく り に 借景 と いう 方 法 が ある こと を 知っ て いる だ ろ 
うか 。 庭 を つく る と き に 、 庭 だ け を つく る の で は な く 、 
その 育 後に ある 山 や 樹木 な どの 自然 の 風景 を 借り て つ 
くる の で ある 。 お そら く 石 井 な ら ば 、 そ の 借景 を 嫌い 、 
庭 を 庭 と し て つく る こと だ ろう 。 こ と ころ が 、 私 た ち が 
見 て いる 映画 の ほとん ご は 、 そ の 借景 と いう 方 法 を 使 
うと と に よっ て 成立 し て いる よう で ある 。 た と えば 伊 
丹 十 三 は 、 社 会 問題 と いう 「 風 景 」。 を 借り る こと に よっ 
て 映画 を つく っ て いる 。「 バ ブル 経済 」 や 「 広 域 暴力 団 」 
な ご 、 き わ め て 日 本 的 な 社会 問題 と いう 「 風 景 」 を 背景 
と し て 借り な けれ ば 、『 マ ル サ の 女 』(87) や 『 ミ ン ボ ー 
の 女 』(92) と いう 映画 ( 庭 ) も な い の で ある 。 し た が っ 
て 、 私 た ちの 関心 は 庭 そ の も の に ある の で は な く 、 次 
に ご どの よう な 「 風 景 」. を 背景 こし て 借り て くる の か と い 
うこ と に 集中 する こと に な る だ ろう 。 だ と する と 『 逆 
噴射 家族 』('84) も また 、 そ の よう な 借景 的 映画 で は な 
い だ ろ うか 。 確か に 一 見 する と 、「 住 宅 事情 」 や 「 受 験 戦 
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争 」 こ と いう 日 本 的 な 「 風 景 . を 背景 こし て 借り な けれ ば 、 
あの 庭付き の 一 戸建て の 家 も な か っ た か の よう に 思わ 
れる 。 こ と ころ が 逆説 的 な こと に 、 あ の 一 戸建て の 家 は 、 
その よう な 「 風 景 」 を 排除 し て 、 自 立 し た 家庭 を 実現 す 
る た め に 建て られ て いた の で ある 。 い いか えれ ば 、 一 
戸建て の 家 に と っ て 日 本 的 「 風 景 」 こ と は 、 背 景 と し て 調 
和 し な い ば か りか 、 家 その も の を 破壊 し か ね な い 、 白 
アリ の よう な 異物 と し て ある 。 い ずれ に し て も あの 
( 家 》 は 、『 狂 い 咲 き を サン ダー ロー ド 』 の ( 街 )》 や 、 『 爆 裂 都 
市 』 の (都市 > こと 同じ く 、 石 井 に よっ て 構成 され た 自立 
し た 世界 で ある こと が わか る だ ろう 。( 街 ? や (都市 〉 の 
場合 、 目 に 見 える も の は 細部 に 至る まで 徹底 的 に 構成 
され て いた が 、 誰 も 全体 像 を 把握 する こと は で き な か 
っ た 。 一 方 、 一 戸建て の 家 の 場 合 は 、 最 初 か ら 破壊 さ 
れる 運命 に あっ た の だ 。 形 ある も の と し て は 消滅 し て 
し まっ た 〈 家 〉? で 、 家 族 た ち が 生 活 す る ラス ト ・ シ ー ン 
こそ は 、 石 井 の 世 界 に 最も ふさ わし いあ り 方 で ある 。 

し か し 、 あ の ラス ト ・ シ ー ン は 、 バ ッ ピ ー・ エ ンド で 
ある と と も に 、 あ る 昔 さ を 残す も の で あっ た こと も ま 
た 事実 だ ろう 。「 風 景 」 を 借り ず に 一 戸建て の 家 を つく 
り 、 パ ー フ ェクト ね な 家族 を 形成 し よう と する 小林 克也 
演じ る 父親 の 悲 喜劇 は 、 あ る 意味 で 、 石 井 自 身 の ア イ 
ロニ カル な 上 自 画像 で も ある か ら だ 。 興味 深い こと は 、 

伊丹 が 借景 的 な 映画 を つく り は じ め た 時 期 と 、 石 井 が 
長編 劇 映 画 を つく れ な く な っ た 時 期 と が 、 ち ょ うど ご 重 
な り 合 っ て いた こと で ある 。 彼 の 長い ブラ ンク の 原因 
の 一 端 も 、 そ の あたり に ある の か も し れ な い 。 日 本 で 
は 、 映 像 と 音響 だ ば け で ひと つの 世界 を つく る 石井 の よ 
うな 構成 力 を も っ た タイ プ を 、 妄想 型 と し て し り ぞ け 
る 傾向 か ある 。 た と えば 、 デ ンマ ー ク に 住む ラー スズ ・ 
フォ ンジ シ ・ ド リアー と いう 映画 作家 も また 、 そ の ひと り 
だ ろう 。 彼 の 長編 デビ ュー 作 で ある 『 エ レ メ ン ト ・ オ 
ブ ・ ク ライ ム 』('84) が 日 本 で 公開 され た ころ 、 石井 ひ 
と り が 孤独 に その 作品 を 擁護 し て いた こと を 、 私 は よ 
く 覚 えて いる 。 そ の トリ アー の 自立 し た 世界 は 、 本 人 
に よっ て 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 と 名 づけ られ て いる が 、 和 石井 の 
世界 に は まだ 名 前 が な い 。 だ が 、 そ こ に は すでに 「 ア 
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ジア 」 と いう 名 が 与え られ て いる の で は な い だ ろ うか 。 
私 た ちか が 石井 の 「 復 活 」. を 望ん だ も う ひ と つの 理由 も 、 

その ' ア ジア 」 に か か わっ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 日 本 庭 
園 の よう な あら ゆる 借景 的 映画 に 対す る 「 ア ジア 」 の 逆 
襲 こ そ が 、 私 た ちの 望ん で いる こと に ほか な ら な いか 
ら で あ る 。 

だ が 同時 に 、 そ の 「 ア ジア 」 は 、 私 た ち が 経 験 的 に 知っ 
て いる アジ ア を 指し 示す わけ で は な いこ こと に も 注意 す 
る 必要 が ある 。 ト リア ー の 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 も 同じ よう に 、 
EC 統合 を 目指 す ヨ ー ロ ッ パ を 指示 し て は いな か っ た 。 
「 ア ジア 」 も 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 も と も に 、 映 像 音響 だ け で で 
き て いる 世界 な の だ 。 そ の 世界 を 構成 する も の も 、 そ 
の 世界 で 構成 され る も の も 、 映 像 と 音響 、 つ まり 映画 
で ある 。 た と えば 、『 ア ジア の 逆襲 』(83) が その 典型 
ど ご し で ある だ る う 。 つね に ライブ プ ・ パ ニニ ジョ シン と し て 
上 映 さ れる その 映像 は 、 石 井 に よっ て 二重化 され 、 ま 
た 音響 は 、 東 京 ダ ウザ ー の 長 記 に よっ て 多重 化 さ れる 。 
この 映画 は これ か ら も 回 を 重ね る ご と に 、 バ ー ジ ョ 
ン ・ ア ッ プ (自己 増殖 ) を くり 返す こと に な る だ ろう 。 

(ご く 最 近 、『 爆 製 都市 u」 も また この 回 路 に 組み 込ま れ た 
よう だ 。) 


地 れ る 人 」 か の 撮る 人 」 へ 


さて 、 私 は これ まで に 石井 の 「 復 活 」 を 望ん だ 理由 を 
ふた つ 述 べた 。 ま すず 、 石 井 に よっ て 構成 され た 世界 を 
は っ きり と 見 た いこ と いう こと 。 次 に 、 そ の 自立 し た 世 
究 に よる 借景 的 映画 へ の 逆襲 で ある 。 す で に 明らか な 
よう に 、 こ の ふた つの 理由 は 、 石 井 の 世 界 へ の 私 た ち 
の 願望 の 投影 ご ある 。 そ の 願望 は 、10 年 ぶり の 新作 が 
完成 し た こと に よっ て 、 つ まり 、 石 井 の 「 復 活 」 に よ 
っ て 満た され た 。 も ちろ ん 欲望 に は 限り が な い 。 願望 
が 満た され る こと は 、 さ ら に 強い 願望 を 生む こと で も 
ある 。 だ が 、 第 三 の 理由 は 、 私 た ちの 願望 こ は 関係 が 
な い 。 そ れ は 石井 自身 と 映画 と の 関係 に 関す る こと だ 。 
石井 と 映画 と の 関係 に 、 以 前 と は 異な る ある 変化 が 生 
じ た の で は な いか と いう 予感 、 そ の 予感 に も と づい て 
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私 た ち は 「 復 活 祭 」 を 行っ た 。 そ こ で 私 た ち が 祝 福 し 
た 「 復 活 」 は 、 新 作 が 完成 する こと に よっ て 成就 する 
こと に な る 「 復 活 」 と は 、 順 序 が 逆 に な っ て いる 。 石 
井 は すでに "復活 」 し て いた か ら こ そ 、 新 作 を 完成 す 
る こと が か で きだ た の だ 。 

で は 、 石 井 と 映画 この 間 に ど の よう な 変化 が 生じ た 
の か 。 そ れ は 、 誰 の 目 に も 明らか な めざまし い 変 化 で 
は な く 、 き わ め て 小さ な 違い で ある 。 石井 は 「 撮 れる 
人 」 か ら 「 撮 る 人 」 へ と 変わ っ た の で ある 。「 撮 れる 人 」 
は 、 映 画 を つく る 際 に まず 「 撮 れる だ ろう か 」 こ と 考え 
る 。 そ こ で は 、 自 身 の 才 能 ま で も 含ん だ さま ざま 和楽 件 
が 問題 て され る の で ある 。 一 方 「 撮 る 人 」 は 、 た ん に 
「 撮 れる だ ろう 」 と 考え る だ け で ある 。 石井 は "復活 祭 」 
の チラ シ の 短い エッ セイ で 「 な せ ぜ 映 画 を 作る の か 。 解 
答 は な い 。 な ぜ な ら 問 題 も な いか ら だ 」 と いっ て いる 。 
も ちろ ん 、「 撮 る 人 」 だ か ら と いっ て 、 経 済 的 条件 や 技 
術 的 件 な ご 、 映 画 を つく る 際 の さま ざま な 抄 件 が 免 
除 さ れる わけ で は な い 。 し か し 、「 撮 る 人 」 に と っ て 、 

それ ら の 上 朱 件 は 「 問 題 」 で は な く 、 ク リア ー し な けれ 
ば な ら な い 実 践 的 な 課題 な の で ある 。「 撮 る 人 」 に と っ 
て は 、 才 能 さ えも 、 磨 か な けれ ば な ら な い 実 践 的 な 技 
術 の ひと つ な の だ 。 ま た 、「 撮 れる 人 」 こ と 「 撮 る 人 」 で 
は 、 同 じ 「 映 画 」 で あっ て も 、 ま っ た く 意 味 が 違っ て 
いる 。「 撮 れる 人 」 に と っ て 、 映 画 は 自分 の 意志 を 実現 
する も の で ある 。 一 方 「 撮 る 人 」 に と っ て 、 映 画 は 自 
由 意 志 を 超え た も の で ある 。 石井 は 「 何 か の 縁 が あっ 
た ら 、 そ れ は 必ず 自然 に 生ま れる だ ろう 」 と 書い て い 
る 。 彼 の いう 「 自 然 」 と は 、 借 景 た とし て 使わ れる よう 
な 目 に 見 える 自然 で は な い 。「 自 ら 然 らし むる 」、. あ る 
い は 「 自 ら 成 る .」 と いう よう な 、 目 に 見 えな い 働 き の 
こと を 意味 し て いる 。 だ か ら と いっ て 、 そ の 「 自 然 」 を 
神秘 的 な も の だ こと 考え る 必要 も また 、 な い 。 それ は 、 

サッ カー の プレ イ 中 に 、 フ ィ ー ル ド 内 に 瞬間 的 に 現 わ 
れる オフ サイ ド ・ ラ イン の よう な も の で ある 。 デ ィ フ 
ェ ン ス ( 守 備 ) と の 関係 に よっ て 現われ た り 消 えた りす 
る その 見 えな い ラ イン は 、 オ フェ ンス (攻撃 ) 側 の 意志 
で は どう に も な ら な い 。 し か も その ライ ン を 見 る ここ と 
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が で きる の は フィ ー ル ド の 線上 に いる ライ ンズ マン ( 審 
判 ) だけ で ある 。 だ と する と 「 撮 る 人 」 と は 、 フ ィ ー ル 
ド の 外 に いて 、 ゲ ー ム を 支配 する 監督 ( 神 ) で は な い 。 
フィ ー ル ド 内 で 攻撃 を 組み 立て る 痛 番号 10 番 (司令 塔 ) 
で ある こと 同 時 に 、 フ ィ ー ル ド の 境界 線上 に 位置 する ラ 
イン ズ マ ン で も ある よう な 人 を いう の で ある 。 いずれ 
に し て も 、 石井 は 映画 を 「 自 然 」 と 考え 、 自ら 「 撮 る 人 」 
と な る こと に よっ て "復活 」 し 、『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 」 
を 完成 させ た の で あっ た 。 


〈b ツ と いう 新 世 界 の 人 ロ 


⑨『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 」』 に お いて 石井 は 、 人 間 の 心 と 
いう 、 ま た し て も ご どこ に 存在 し て いる の か わか ら な い 
世界 を 出現 させ た 。『 狂 い 咲 き キサ ンダ ー ロ ー ド 』 で 《 街 ) 
を 、『 爆 裂 都 市 』 で (都市 )/ を 、『 逆 噴射 家族 』 で 〈 家 ) を 出 
現さ せ た 石 井 は 『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 で 〈 心 7 と いう 、 

最も 身近 な も の で あり な が ら 最 も 神秘 的 な 世界 を 出現 
させ た の だ 。 そ の 世界 は 「 自 然 」 を 意識 する こと に よっ 
て 、 以 前 より も 強く 、 ま た し な や か で ある 。 そ の 人 世界 
は 、 以 前 より も まし て ロジ カル に 、 か つ シ ャ ー プ に 構 
成 さ れ て いる 。 そ の 世界 の 内 部 で は 、 東 京 、 山 手 線 、 

冨士 山 な ど 、 以 前 な ら ば 排除 し た で あろ うつ も の が 、 た 
ん な る 背景 こし て で は な く 、 リ アル な も の こと し て 機能 
し て いる 。 そ の 世界 の 内 部 で は 、 連 続 殺人 、 逆 洗脳 、 

色覚 異常 、「 ツ ァ ラ トゥ スト ラ は か く 語 りき 」、A の 文 
字 、 ア イス ・ ピ ッ ク 、 薔 薇 の 刺 、 と いっ た 無数 の 事物 
が 私 た ちの 脳 を 刺激 する 。 私 た ち は い ま 、 冨 士 山 の 樹 
海 に ぼっ か り と 開い た 風穴 の 前 に 、 つ まり 、〈 心 7? と い 
う 世 界 の 入口 に 立っ て いる 。 私 た ち は ご く 上 自然 に 、 

「 眠 れ ぬ 森 の 美女 」 と と も に そこ へ 入っ て 行く こと が で 
寺 る だ ろう 。 


im 





棚 日 票 人 IO<5 ゃ す o と / 員 画 評論 家 ] ⑯『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 の 中 で 、 主 役 で ある 異常 犯罪 
性 格 分 析 官 の 須 歴 節子 の 夫 と いう 重要 な 役割 を 持 負 っ 


0 全 め し な が な がら 、 局 生き で いる うち は 央 世 た さと ど を 
大 420 カ (も AN 玩 ん 故人 除 に お かう て まう や る の 導 
在 の 異様 さと 役割 の 重要 性 を アピ ー ル する と いう 才 妙 
、 和 豊川 悦司 失 す る トモ オ で ある 。 役 
異様 さ は 、 両 性 具有 と いう 肉体 的 特徴 に つき る の だ 
隊 間 TUNA 
た ち は 彼 の 死後 、 ま さ に ワイ ド シ ョ ー 的 な 舞 味 を 満足 
させ られ る 形 で し か 、 彼 の 両性 具有 に つい て 知る こと 
は で き な い 。 その 虐 突 さと 与え られ る 情報 量 の 少な さ 
と が 、 彼 の 存在 の 異様 さき を さら に 殊 め て いる の だ ヵ 
邊 か し . そ の の は き に よっ て 異様 な 容 進 @ が うた の は 、, ド 
葵 オ ば か ひで は か い 。 彼 る 央 婦 ど し て 呈 緒 に 東 ら で 
いた 飼 子 の 異様 きも 、 ト モ オ の 異様 き に よっ て 照ら し 
SC7S の で ある に で の きど に 関し でも. 脱 明 民 WN つ っ 
き ゅ いな い 。 私 た ちば 今 えら れ て いる 情報 は 、 下 モ オ が 
02 性 MINI だ と MV の ご と と て トド 駐 林 と 人 郎 刺 は べく る を 綱 
得 し て 生活 し て いた の だ ろう と 言う 彼ら の 恩師 の 発言 
くら いで ある 。 し か し 彼ら は 一 体 何 を 納得 し て いた と 
いう の か 。 一般 的 に 考え る な ら 、 二 和信 が 夫婦 で ある 必 
上 、 ト モ オ は 男性 化す る の が 普通 で ある (少な く と も 
現 症 の 夫婦 の あり に お いて は )。 それ に ミ スク リー 
ン に 映る トモ オ は 、 豊 川 悦司 と いう 男性 の 俳優 が 演じ 
装 CASE IO ト 
所 00 う 2 も 、 グ ム く (と も 二 性 の る 前 で は が 
No2S Sage だ 2 | 和 ま 人 た だ 。 NR 
際 夫 5 の.Q 邊 2A( 西 柱 具有 者 が 交 性 他 ( の だ 
男性 が 同性 に 性 的 関心 を 抱く 場合 、 一 般 的 に は ゲイ 
2 セン シヤ リル と の あの あ 2 の NII オ カン マン と の が RRN 
る が 、 彼 ら の 生ま れ な が ら の 和 肉体 は 男性 で ある 。 つま 
9 り 、 先天 的 に 、 肉 体 的 な 性 に 規定 され て いる 。 だから 
2 の 湖 2 い の いき いあ の られ だ 0、 い トラ ンス ー 
2 スリー ICO 200ND 0 の た の が 生 あれ る 。 そ 村 は 
「 解 族 」 で あり 「 ト ラン ス 」 で は ある が 、 結 局 肉体 的 な 1 
に 規定 され ざる を 得 な い 世 界 の 内 部 で の 出来 事 で ある 。 
いう 9 吉 い カカ が 是 け れ ば 、 彼ら ぢ は どの よう な 「 性 」 を 選 
論 PD に HRP 電光 た 0 be 
隊 境 Eo 
も ちろ ん 彼ら の 中 に も 肉体 的 、 精 神 的 な 障害 者 は いる 
だ ろう が 、 生 まれ な が ら に 持っ て いる 肉体 的 な 性 は あ 
る 。 し か し 、 両 性 具有 者 の 場合 は 、 ほ か の 部 分 が いく 
ら 正 常 ( 生ま れ な が ら の 性 を 肉体 的 に 決め 
962US 20 いつ まり 彼 ら は 、 ま 物 只 に 、U 珍 」 
凍 II 
は な く 〈《、 あ く 〈 く まで も 通常 の 性 の 一 つと し て 「 両 性 具有 」 
が 認め られ な い 限 り 、 性 的 な 意味 で は 、 世 界 の 外 に い 
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の の 788N782 が 0 ら NN NN 穫 の の 人 作 と て でき の や も 、 の デン 0 アモ ン ドッド タ ジ ト の が 太め < く 誠 気 
女性 せ じ て 生 きる こと も 、: あ る い は どちら か を 選ん だ の 中 で 、 同 久 の 変 の イメ ー ジ が 器 られ る ほら 、 こ 
上 で 同性 愛 者 ど と し て 生き る こと も 、 それ は 性 的 な 意 の 空気 の 中 に 浮か ぶ 鹿 の よう に 、 自 分 を 粉 微塵 に バラ 
で の 偽装 で ある 。 だ と ど と え あく (くま で も 自然 に 、 あ る い は ッ パ マラ に て 、 和 頼り な かぐ 泊 いな が が か がめ Sw 粗 を 来 め る ん だ な 、 
無意識 の うち に そう な っ た と し て も 、 彼 は 何 か に な る 愛す る よう) に 前 合う 78Ma 2 まま 動 、 目 学 祭 自 
Ga N う 6 NIR の め G 信 秘 の 内 條 の と が (で くき る 分 と し て 繋ぎ 止め て いる 何 か か ら 解 さき 放 た れ て 、 自 分 
の ) 潜 交 ら 。 が 自分 の 細 肥 の や デ つ に 戻 つ で し まう こと で お ち ど い 
トモ オ の 場合 、 思 師 の 話 か ら 判 断 す れ ば 、 ト モ オ が に 一 何 途 る あど の が ご と 光 あ る 。 三 人 が 用 奴 央 学 に い 
交 性 作 し た の は 明らか に 郎 子 ど と も に 草 ら し は じ め て だ 順に: 且 業 は 癒 義 過半 た っ 沿い の か りら 、 邊 記 は ば は 窓 め 
2 つの IIG あ 09 の の 関 ( 保 め 時 ぐる うな っ つた こ よう が 状態 お 総 験 し て いる (は が だ だ 。 まり 、 彼ら ち は い 
0 の 20 の 8 7 ほめ 5 の N モ 2 の が 敵 届 / 作 合計 の ) 民 | 慰 モモ っ ん 2 が アパパ に がり 狂人 の 7G 婦 体 代 し た も の か 、 
オ の 判断 で も あり 、 節 子 の 愛 求 で も ある 。 両性 具有 者 る に 六 が た も の 信 ら いつき で (に な が かる 。。 内 る 今生 
で あ ⑳ 届 昌 選 と どう で 、/ あ る 性 る 選 3 ま こと が 、 0 は 一 つの も の の ニニ つの 朱 な の だ 。 彼ら は 細胞 分 列 に よ 
43 で 作 が が と だら 、 る で の 性 CR ん ば な つっ ⑥⑯ 生 成 し / た だ 生物 だ と WO だ に が る 6 の まり 彼 ど に 
な い 彼 の 内 的 な 理由 は な い 。 彼 の 判断 は 常に 何 か の は 、 生 物 学 的 な 性 列 は な く な っ て いた と 考え られ る 。 
二 oN GND SKKA る 7 の の 、JR5 S で の と 別 の 言い 方 を すれ ば 、 二 人 と も 両性 具有 者 に な っ て い 
火 の 関 係 は 、 列 々 の 人 間 ど て の 関係 で ほな く 、 一 人 だ だ 0 を に が 2 だ の 92 9 回 の NGO の で 2 こる 3 有 朋 
の 人 間 ( 節 子 ) と 一 枚 の 鏡 ( ト モ オ ) の 関係 で ある と いえ し WW その Na とら 0 お 小 う だ た で 人 0 記 自 
2 ドモ 03Bf(e 生 U 。 甲 村 四 U (0 世 寺 る お る 2 る シ 分 は ほか の 座 で も な て 自分 で あり 、 相 来 自分 は 「 女 」 で 
必要 IN 形 の な 性 作る 示 E で WNW の る WW の D 上 りき 、 ある どい う ア イデ ン テ チ ティティ の 根拠 を 、 両 性 具有 で あ 
ニ 人 の 権力 関係 を 示し て いる と いっ た 方 が いい だ ろう 。 る トモ オ を 女性 化す る こと に 求め た の だ と いる る 。 
だ の NO 穴 必 人 トモ オオ と 要ら その トモ オイ を この よう に 、 郎 了 字 を アイ デジ 人 アイ の 危機 に 剃れ 
UGCNG の NGSNY う 郎 守 は 、 同 信 ま 者 で は か ぐ 、 自 邑 た 阿久 の 愛 の イメ ー ジ は 、 首 都 高 速 を 走る 車 の ヘッ ド 
愛 者 で ある 。 トモ オ と の 関係 が きら に 進 ん で いけ ば 、 ライ トト や テー ル ラ パグ の 光 の 流れ る まま 2 血液 人 の 流れ 
郎 子 は 自ら の 自己 愛 の 中 に 、 完 全 に 閉ざさ され て し まう の う に と 応える だ た 上 揚 圧 生 者 (689 の 東京 の イメ ニク 
269!8 へ と つなが っ て いて 。 この まま 気 の 申 に 浪 が か 県 研 のび 
NN 節子 と トモ オ の 関係 に 、 濃 密 に 関わ っ て いる うに 、 自 分 を 粉 候 硬 に ポラ ノボ ララ 8 で さ : 頼 りか ( 漆 
が 聞 洗 脳 士 で ある 阿久 防 で ある こと は 言う まで も な う ル る MM2 こ OSN 四 分 と 上 自 の の 2 の きま.(〈 定 間 で が か 一 
い 。 この 物 器 の 中 で 彼 だ けが 、 鐘 と 向き 合う 節 子 の 美 体 他 す ずる と WNW9. こ 0G お が る 4 同人 人 が その 愛 の イメ エエ 
を わか っ て いる 。 役 は 節子 と の 会 話 の 中 で 、 意 識 的 に ンジ る 請う た だ どき さ 、 グ イア シド ダス 小 の は 沈 褒 埋め 
人 郎 子 の 自己 愛 に つい て ふ 、 れ 、 彼女 を 刺激 する 。「 君 は 《 塵 気 に 包 まれ た 机 海 は 、 門人 人 と どー 体 介し で いた の だ 
人 K 民 が っ て る だ けけ なん だ 。 い きま の 用 じゃ 、 相 ば 必ず ど と 寺 え る 。 それ ど 同 じ よ うに 、『 指 理 手 者 で 東京 を 身 
成 減 す る 」 と いう よう な 阿久 礼 の セリ フ は 、 弟 子 の 際 体 の イメ ー ン で と どら えた 石井 狗 は 、 その る は り 
っ て いる 状況 を 見 吾 に つい て いる と いえ る 。 その 挑発 県 京 寺 体 作 ま よる ざる 芝 見 7 いた の だ の ろう すず 。 に さよ 
を 、 人 範子 を その 自己 愛 か ら 解 放す る た め の 行 為 だ と 考 っ て 細胞 分 裂 を 繰り 返す 都市 東京 。 胸 動 し 、 呼 弦 する 
ん る 人 が あさ 確か の に その 寺 業 どら わり) 貼れ 全 部 夫 の 都市 東京 。 人 間 は その 血液 細胞 の 一 つつ ー つ に な っ て 、 
「 た め な ら 、 い つ で も 粉 微塵 に か れる 」 と 考え 々 えて いる と み その 中 を 流れ 、 常 に 東京 る 活性 化 き SH で てい NM ター 
て VNW だ ろう 。 1 二 選 は が 要 な ん た だ (とい ナナ 同 久 礼 人 が 東京 の 一 部 で も あり 、 東 京 を の も の で も ある 。 
の 下記 の 願 所 る 現 で の る どい 9 よ 40 も 。、 単 「 エ ンジ ゴル グスト の 中 で も 、 東京 の 衣 承 が 、、 異常 みか 
に 決定 的 な 事実 を 送 べ て いる の だ と ども 考え 々 えら れる 。 つ ほど ゆ 藤 きき で と えら れ で 2 その チ ニ テル ラン ア 
まり 阿久 礼 は ある 意味 で 徹底 的 に 節子 を 理解 し て いる 。 や 電光 掲示 の 光 の 明瞭 さこ そ が 、 細 肥 の 輝き の 明瞭 さ 
電話 ロ の 向こう 側 か ら 、 そ の 場 で の 節子 の 行動 に 意 で ある し か し それ は あめ あ ぐま て も 和志 らち で が る 秒 た 
る 6 言う こと の "で きまる ほど に JJ そ れ は 、 役 が 精神 料 医 と ち に と っ て 、 非 常に 危険 な 郊 き で ある 。 その 天使 の 應 
回 BR の 休 量 パ クー ンク 8 で WW の どう こと ひび の 上 よ 上 が な が くつ さり で ガス た 輝き の 中 、 秒 た ち が 邊 た 
正 の 、 三 人 の 関係 を 示し て いる 。」 和 端 な こと を 嬉 っ て ち で な く な る 契機 が 潜ん で いる の だ か ら 。 も ちろ ん る そ 
司 2UONI Na IENUWN 間 0 の 2 の の 先 に ある の が 、 後 天 的 両性 具有 者 の 夢見 た 世界 で あ 
例え ば 、 二 人 が 数 年 ぶり に 再会 する 富士 山 の 樹海 で る で 0N 計 が ま で も 6NA 
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%「 阿 久 」 が て が け て いる の は マイ ンド コン トロ ー ル や 
汗 依 な ど 、 宗 教 精神 病理 と か 多重 人 格 、 変 性 意識 と い 
っ た 精神 医学 で も いく ぶん 風変わり な 研究 領域 だ 。 私 
の 仕事 と か な り 共 通す る も の が あっ て 、 親 近 感 と 同時 
に 近親 憎悪 的 感情 が 芽生 を た りす る の だ が 、 そ れ は さ 
て お いて 、! エ ンジ ェ ル ダス ト 」 で 多用 され て いる テ 
クニ カル ・ タ ー ム に 関し て 阿久 に か わっ て 補足 説明 を 
加え ん て お きた い 。 
ふま すず 全体 を 流れ る 主題 を 分 類する と 、⑩ 新 宗孝 な い 
し 破壊 的 カル ト に よる マイ ンド コン トロ ー ル と 、 そ れ 
を 解 際 する た め の デ ィ プ ログ ラミ ング ( 脱 洗脳 な いし 
解体 作業 )、@ 過 剰 な ディ プロ グラ ミン グ に より クラ 
イエ ント の 精神 の 均衡 が くず れ 、 デ ィ プ ログ ラマ ー・ 
阿久 の 人 格 が 侵入 し 、 操 作 不 能 に な っ た 潜在 的 な ルス 
トモ ルト (Lustmort : 独語 で 悦楽 殺人 ) に よる 連続 殺 
人 、⑨ そ の 事件 を めで っ て 元 恋 人 同士 の 間 に く り ひ ろ 
げ ら れる サイ コバ トル で ある 。 
ぶ ⑨ に つい て いえ ば 、 日 本 で は 今 の と こ rm の 」 
う な 異常 犯罪 性 格 分 析 官 と いう 職種 は 存在 し な い 。 最 
近 邦訳 され た FBI 心 理 分 析 官 * 入 の よう に 米国 で は 活躍 
の 場 の ある 専門 家 だ が 、 日 本 で は 若干 名 の 心理 技官 が 
科学 警察 で 捜査 協力 を し て いる に すぎ な い 。『 エ ンジ 
ェ ル ・ ダ スト 』 で は あたかも 現代 版 の 巫女 の ご と 神秘 
的 性 格 を 与え を られ た 被 暗示 性 の 強い 、 若 〈 く 繊細 な 女性 
と し て 「 節 子 」 が 登場 し 、 南 果歩 が は まり 役 と な っ て い 
る 。 し か し 、 こ の 現代 の 巫女 は か つて の 師匠 で 、 も っ 
と パワ ー の ある カリ スマ ・ 阿 久 の 前 に 翻弄 きれ 、 精 神 
が 解体 され 、 一 緒 に 捜査 陣 も キリ キリ 舞い させ られ る 。 
新興 宗教 教団 に 単身 乗り 込ん だ 節子 に 阿久 か ら 電 話 
が か か り 、 汗 ば ん だ 手 を 上 着 で ぬ で ぐう 節子 に 、 ハ ンカ 
チ で ふけ と 指示 する と ころ な ど は 、 元 恋人 の 行動 バタ 
ー ン を 細か てく 記憶 し て いた 阿久 の 観察 の 鋭さ が あら わ 
れ て いる が 、 サ イコ バト ル と は 頭脳 戦争 で あっ て 、 あ 
きら か に 阿久 が 一 枚 上 手 と いう こと に な る 。 
ふと ころ で 、 ゆ うき に 潜ん で いた ルス トモ ルト と は 、 
簡単 に いえ ば 、 殺 人 を 犯す こと に よっ て 著しく 〈 性 的 に 
興奮 が 囲 め られ る 男 た ちがい て 、 そ の た め に 若い 女性 
人 生 に の 00T 027 抽 全 短 閣 0 まさ 
る 臨床 的 に は 珍し い 病気 で ある 。 
% 映 画 で は 脱 洗脳 に よっ て カル ト に よる マイ ンド コン 
トロ ー ル が は ずれ た つい で に 、 ゆ うき か ら 阿 久 に た い 
し て 強い 陽性 転移 (恋愛 感情 に 似 に もの) が お こり 、 阿 
久 の 色覚 異常 まで も ゆう き が 取り 込ん で し まう と いう 
設定 に な っ て いる 。 し か し これ は 陽性 転移 を は る か に 
越 を た Folie a deux( 二 人 組 精神 病 病 者 の 妄想 が 健常 
者 に 伝染 し 、 二 人 で 妄想 を 共有 する こと ) の 状態 に 近 
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く 、 同 久 の 生気 を と りこ ん で で し まっ た こと に な る 。 し 
だ が っ て ルス トモ ルト は ゆう き の も の か 、 阿 久 の も の 
みか 実際は っ きり し な い の で ある 。 こ の あたり を 理解 し 
て いな いと この 映画 の 面白 き は 半減 する 。 

ふと ころ で 替 の マイ ンド コン トロ ー ル と 脱 洗 脳 の 問題 
は 、 現 代 宗 教 事 情 の トピ ックス と いっ て よい も の だ が 、 
『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 」 に ある よう な 強烈 な 解体 作業 が 精 
神 科 医 の 手 で な され て いる と いう 事実 は な い 。 た だ し 、 
ー 部 の 破壊 的 カル ト で は メン バー が 抜け る こと を 防止 
する だ ため に 、「 連 れ 戻 され だ ら 精 神 病 院 に 入れ られ る 」 
と か 「 そ こ で は 脳 を 溶かす 注射 を きれ る 」 な ど と 恐怖 を 
植え 続け て いる の も 事実 らし く 、 カ ルト と 精神 科 医 と 
は 「 敵 対 関係 」 に ある 場合 が 多い 。 

* 映 画 に 出 て きた 新興 宗教 教団 は あま り 破 壊 カ ルト 的 
な 描写 が る れ て いな い が 、 本 物 の カル ト の も つ 怖 さる は 、 
本 人 が 強制 され た と 気づか な いう ち に 、 ひ そ か に 本 人 
の 思考 や 感情 を 操作 し 、 カ ルト に 都合 の よい よう に 人 
格 が 造り か を られ 、 本 人 の ちか ら で は そこ か ら 抜 ける 
こと を 心理 的 に 困難 に し 、 こ れ ま で の 人 間 関 係 を 絶た 
せる と いう 点 に ある 。 一種 の 洗脳 技法 な の で ある が 、 
洗脳 は と 強制 され た と いう 意識 を も た な いた め に マイ 
ンド コン トロ ー ル と いう 呼び 方 が 一 般 的 で ある 。 
タ そ し て この マイ ンド コン トロ ー ル か ら 当 人 を 救い 出 
す に は 荒 療 治 だ が 、 拉 致 ・ 監 禁 と いう 手法 が と / 
人 身 保護 法 に 抵触 する か も し れ な い 行 為 で ある が 、 
族 が これ を お こない 、 専 門 家 が アド バイ ae の 
と る の で 、 日 本 の 警察 も 黙認 し て いる の で ある 。 
カル ト で は メン バー が 抜け な いよ うに つね に 目 を 光 
ら せ 、 メ ン バ ー を 寺 感 商法 な どの 不法 な 資金 集め な ど 
の 活動 に 不眠 不 休 で 従事 させ た り 、 新 た に カル トメ ン 
バー を 勧 誘 きせ る な ど し て 集団 へ の 忠誠 心 を 絶え 間 な 
く 埋め 込み 続け る の で 、 そ うい っ た マイ ンド コン トロ 
ー ル か ら 自 由 に きせ る だ た だめ に 、 ど うし て も カル ト 側 の 
言葉 で いえ ば 、 拉 致 ・ 監 禁 、 家 族 お よび 脱 洗脳 者 側 の 
言葉 で いえ ば 保護 ・ 救 出 と いう 「 隔 離 」 が 必要 に な る 。 
カル ト に と っ て は 痛 手 な の で 、 拉 致 され た ら 「 抜 けた 
ふり を し て 帰っ て こい 」 と 事前 に 教育 し て お り 、「 帰 っ 
て こ な か っ た ら 地 獄 に 随 ち る 」 な ど と 繰り 返し て 教え 
込ん で いる 。 

最近 で は あま り 強 制 を し な い 救 出 カ ウン セリ ング と 
いう 方 法 も 色々 試み られ て いる が 、 実 際 の 手法 と し て 
は それ ほ と か わり な い 。 隔離 し な いで 救出 は あり えな 
い の で ある 。 

と ころ で 米国 で は 70 年 代 に 破壊 的 カル ト の 活動 が 
すき まじ く な り 、 を その 被害 者 が 続出 し 、 甘 鳴 を ああ げた 
家族 の ニー ズ に 応じ て プロ フェ ッ シ ョ ナル な 解体 屋 が 
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登場 する こと と な っ た 。 百 万 円 単位 の 必要 経費 が か か 
る と か 、 解 体 屋 が 実は 別 の カル ト や 教団 の 人 間 で 、 そ 
ちら に 引き こむ た め に 晴 躍 し て いる な どの うわ き が た 
っ た り リ し た 。 

ふい ずれ に し て も 脱 洗脳 を うけ た も の は 、 こ れ ま で 信 
じ て い た も の が 一 気 に 崩 壊す る の で 、 そ の 後 し ば らく 


は 一 種 の 空虚 な 心理 状態 く と お ちこ む 。 ア フタ ー ケ ア 


ー が と て も 大 切な の だ 。 こ れ は アル コー ル 依 存 症 の 治 
療 で 断 酒 し た あと 、 放 置 す る と し ば し ば 自殺 する ほど 
の うつ 状態 に お ちこ む の に 似 て いて 、 マ イン ドコ ント ロ 
ー ル が 一 種 の 脳 内 麻薬 の よう な 働き を し て いる か ら で あ る 。 
ぶ こ の アフ ター ケア の 時 の カウ ン セ リン グ で 、 治 療 者 
対 ク ライ エン ト の 関係 は 、 教 棚 と 信者 の 関係 に 似 ただ 構 
造 と な る こと が ある 。 場合 に よっ て は 阿久 と ゆう き の 
よう な ぬき る し な ら な しい 関係 に な っ て し まう こと が あ 
っ た と し て も 不思議 で は な い 。 ] 

精神 科 医 の 受け る 初期 トレ ー ニ ング の うち 重要 な も 
の の 一 つ に 転移 の 処理 が ある 。 軽度 の 陽性 転移 は むし 
ろ 治 療 促進 の た め に 望ま し いこ と で ある が 、 こ れ が 強 
烈 に な る と 、 恋 愛 妄 想 に まで 発展 する こと が あっ て 精 。 
神 科 医 が 愚者 か ら 逃 び ば 回 る と いう は め に な る 。 阿久 は 
どう や ら こ の 研修 を まじ め に や っ て いな か っ た と みえ を 
る 。 き さら に る その 治療 構造 に 目 を そむけ て 「 ハ チ の トラ 
ウマ 」 を 刷り こん で し まう と いう 二 重 の 失敗 を お か す 。 
ふ 刷 りこ み と は 本 来 は 生後 すべ お こる も の で 、 た と を 
ば 生ま れ た ば か り の カモ を 人 間 が 育て る と 、 そ の 人 間 
を 親 と 思い 込ん で 、 ど こま で も 後 を 追い つづ ける と い 
う 具 合 に 条件 づけ られ る こと を 指し て いる 。 も し か し 
た ら 催 眠 状 態 や 脱 洗脳 の 過程 で 、 こ の 吊り こみ が で き 
る の で は と 考え ん た の が 石井 監督 の アイ デア で ある 。 し 
か し 催眠 に よっ て 獲得 し た 刷り こみ (暗示 や 条件 づけ ) 
に よっ て 自己 に と っ て 着 し くく 不利 な 行為 た と えば 殺 
人 や 自殺 を 起こ きせ る と いう こと は 不可 能 な の で 、 結 
局 こ の ルス トモ ルト は 阿久 の 潜在 意識 が ゆう き に 転移 
し た も の と 考察 きれ る が 、 こ の 辺り の 詳し い 事 情 は 現 . 
在 地検 に 起訴 され て いる 阿久 先生 に 虹 問 し て みる し か 
な いで あろ う 。 

人 2 王室 
な に を 信じ て 生き れ ば いい の か 、 な に を 敵 と し て 闘え 
ば いい の か 判ら な い 時 代 に な っ た 。 こ うい う 風 潮 を 背 
景 に 都会 で は 自己 啓発 も ミナ ー や 奇妙 な 宗教 が 今後 ま 
すま す 流 行 し て くる だ ろう 。 そ うい う 意 味 で は 映画 と 
いう 押 法 で 人 5 生 記 る く 計れ の 0 訟 頂 
者 の それ に 近い の か も し れ な い 。 


* さ 「FBI 理 人 本 和 人 者 た ちの 素 頭 に 人 る 和 没 の 手記 ] 
ロバ ー ト ・K・ レ スラ ー& トム ・ シ ャ ッ ト マン 相応 真理 子 訳 (早川 書房 刊 ) 
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石 電 了 玉 の 心理 分 析 分 析 / 精神 科 医 高橋 弥 吾 先生 


その 文章 を 完成 し て くだ さい 。 


PART 1 


子供 の 頃 、 私 は よく 会 直し て いた と 思 )。 
私 は よく 人 ヵ み 5 と いう) 質 門 上 1 上 くわ ん し らし ない 。 
家 の 暮 らし は も っ と 豊か みか に な り た い 。 


私 の 失 風 っ て と とう) 説明 し た りら いい みわ ん の ら な い 。 


私 が 得 忘 に な 2 の は と う て し 」 う 7 

まし し 了 とこ)、 主人 / 

私 が 知り た いこ と は 衝 の 真理 (真実) 
ん の 人 欠 は いい 人 

10 私 が きら 5 いん の は 甘え て いる 反 

11 私 の 上 服 (は も っ と 人 狼 し い 

12 旬 H 放 全て (し 2 くい 

3 和信 々 っ て 、 ろ いろ て ん 

14 私 の て ミ 8 ん いこ ょ は た くさ ん ぁ る 2 

15 運動 と は 運 を 動か みす 事 

16 将来 1 は 計画 5 いん ん よこ てん 

]/ 6 し 私 の 評 が っ て と うい う 意 呆 ? 

6 人 ん 誠に し 3 リリ 0)! 

19 私 が ひ 々 < か に っ つて な ん た ろう 7 

20 の 中 っ て 何 て すん の れ /? 

2| 大 あ も くん の 一員 

22 時 々 私 は な ん だ ろう 

23 私 が じ D を ひか れる の は いろ る ん な か 事 

24 狼 の 下 人 は さあ こう て し ょ 」) 

25 私 の 見 弟 ( 婚 妹 ) (に は 、 半 が いる けど 

荘 福 に な っ て 人 稀 し い 。 

26 也 見 て は とこう て し 」) 

27 ル の 呈 し) (し 」) 

265 人 2 人 J て は こう て し ょ うん 

29 ム の 了 リ 2 AA(」、 。 

30 私 が 思い 出す の は いろ ん な 事 


] 
ク 
3 
4 
ら 。 ダ の 人 U 路 を こ て リ て し L」)/ 
6 
7 
8 
9 


も 石井 監督 の 心理 分 析 を SCT( 文 章 完成 法 ) と い う 投影 法 
フス ト に し ょ っ (行こ に 。 提 影 生 て 多 條 4 せい し ん 、 く いれ し た 
も 氏 の 防衛 が 強い の か が 充分 な デー タ が そろ わ ず 、60 項 
目 中 で 解答 保留 が 24 項 目 あ っ た が 、 余 興し し て 解説 し 
て お く 〈 く 。 ( 括 放 内 ) は 刺激 語 。 

※ ま 全般 に め だ っ た 人 逸脱 は な い が 、 ユ ニー ク な 解答 し し て 
は 「 (運動 ) と は 運 を 動か すこ と 」「( 男 ) は い ば り すぎ 」 
(人 の 本 は 今 、 元 気 て よい な と て 、 人 仕事 に 対し て は IO 選 
の 野心 ) に つい て は 語り 難い 」 け れ ど も 「( 仕 事 ) が 充実 し 
3 ま 9 よう に 」 と お も し 、「( 特 は 計画 的 に いか な きゃ 
ね 」( 希望 し (いし る 2 の 、「(( 洋 夫 て は どう 2 て し 」 う 」 し 邊 
ピロ 評価 が し まひ し つて し ある 2、 

* ぶ 自己 の 心理 状態 を 分 析 す る こと に 不安 が ある の か 、 
し (私 の 頭 服 が と うし た の 7」 と か 「( 自 殺 ) に つい て は 一 言 


答 し ろ し いろ 書き ん り の 文章 が 並ん て し ます 。 そ くい を みて 、 あ ん た の 頭 に 肖 ん ん て きた こし を 、 くに 語り て 言 き 、 


PART 2 

> 1 (ころ ミミ たい 

ん を 條 み し 1 す 2 の は 人 人 て し 」) 

た ん / り 4 リー (人 の 

私 は よく と うす 37222 

も (の っ (て 価 て し 」 う 2 

私 の 母 は 陽気 で す 。 

。 う 度 で 0U 赴 UP2 々 ら と うし まし ょ うみ 
才 は いけ リリ) で 

の 過 り は も リク し 人 多 し い 。 

0 こり )/ た ん (し 」) 

し し 2 ーー 
目 六 「 つい (1 て は きい 抵 い 

私 が 好き な の は た く 〈《 さ ん ある か ら ね え …… 
私 の 頭 有 陸 が どう し た の 2? 

信 は あっ 人 2 の ょ よい 

私 の 野 い | に つい て は 放り 凌い 

坪 よ 、 め りこ) 

私 の 気持 ち っ て 言わ れ て も ・…… 

私 の 健康 は も っ と 大 切 に し た い 

私 が 財 る な の は な ん て し ょ うん 2 

大 部 分 の 時 間 を 映画 に 費やし て いま す 
結婚 は very good 

の はら 

と 6 うし て 6 私 は っ て 思 い 

ヽ 陸 和 また 
私 が 羨まし い の は 特に な い 

年 を と っ た 時 どう 


DD 00 すす の の た 6 DD ご 


に Eb ー 
漁 
0 
へ 


)。 ん て し 」) わ 
ね ん ノレ し (し 2 る の は な ん て 言え る の て し ょ うみ 
私 が 忘れ られ な い の は いろ ん な 感動 と 
ェ ノ スク ンー の 有 暗 間 て す 


CO DO い 
くつ 〈⑥ (0 


は 言い 難い 」「 (私 の 気持 ) っ て 言わ れ て も …… 」, ラス 
ト に 抵抗 を 示す も の の 、 生 活 は 安定 し て いる よう て で 、 
「 (結婚 ) は very good」 て 「( 妻 ) よ 、 あ り が とう 」 の 状態 だ し 、 
過去 に つい て も 「( 私 の 母 ) は 陽気 で す 」「( 私 の 父 ) は いい 
人 」A 邊 まき 4 人 1 て し た こと を 示す 。 そ の ょ うな 環境 下 て 「( 李 
供 の 頃 、 私 は ) よ (空想 し て いた し と 思う 」 と 述べ 、「 (私 が 
知り だ いこ と は は) 宇宙 の 真理 」 で ある し と の 和 観念 的 な 傾向 
を 持っ て いる 。 自己 を 律する の に 「( 私 が き 6 い なのは) 
是 え て いる 奴 」 と いう 基準 を し る が 、 自 他 関係 で は 「( 友 
だ らち) は すこ (大 切 」 と いう 具合 に パラ ンス は 良好 て ある 。 
* を や テスト か ら は 、 他 者 へ の 関心 の 度合 い は 高い が 、 自 己 
イメ ー ジ は まだ 確立 途上 に あり 、「 (私 が 努力 し て いる の は ) 
な ん て 言え る の て し ょ うか 」 と 、 少 年 の よう な 求道 者 像 
が 学 か び し [が る の て ある 。 
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【 須 礎 偽 子 】 

ひ 〇 強 き と 脆 き を あわ せ も っ だ ヒロ イン 、 
須磨 節子 。 微妙 な 表情 を 全 シ ー ン て 茂 し 
〈 要求 きれ る 役柄 だ が 、 い これ が 最後 か 
も し れ な い "、 そ ん な 気持 ち で 役 に の め 
り 込 ん で いく 」 と いう 南 果 歩 が 監督 の 期待 
に こたえ を て 春闘 。 女 優生 活 10 年 目 を 迎 
えた だ 南 に と っ て 、 節 子役 は 新た な 出発 点 
22 

ひ 1964 年 兵庫 県 生ま れ 。 桐朋 学園 短大 
演劇 科 傘 。 小栗 康平 監督 『 伽 俳 子 の た め 
に 』 の 主役 公募 に 応募 、2.200 人 の 中 か ら 
選ば れる 。TBS の テレ ビ ト 小説 「 五 度 半 る 
の セロ ジグ あ もじ て テン ば 56 出 洗 

坂東 玉 三 郎 の 初演 出 舞 馴 「 ロ ミオ と ジュ 
リエ ッ ト 」((86 年 ) で 初舞台 。 以 後 映画 、 
テレ ビ 、 舞 台 で 活躍 中 。 

映画 :『 伽 俳 子 の た め に 』」(C84) 『 漂 流 教室 
(87) 『 せ ん せい 』('89) 『 堂 』C89) 『 芝 都 


大 戦 』(89) 『 る きよ な ら 、 こ ん に ち わ 』C90) 
『 ク レー プ 」(93) 
TV・「 五 度 半 る ん 」(85) 「 他 人 の 家 」C89) 


「 ウ ルト ラマ ン を つく 〈 っ た 男 た ち 」(89) 「 清 
左衛門 残 日 録 」(93) 「 嘘 つき は 夫婦 の は 
じ ま り 」93) 「 彼 彼女 の 事情 」C94) 








若松 武 


7Z ん ei め Z 形 少 ZZ が ん 


【 阿 久 礼 】 

ひ 〇 すべ て を 見 透 か す よう な 視線 で 獲物 を 
射止め る 逆 洗 脳 士 。 こ の 役 に は この 人 し 
か いな い 、 と 監督 た っ て の 希望 に よる キ 
ャ ステ ォ ィング 。 鍛え 上 げた 肉体 で 、 狂 台 
を 自在 に 動き 回 る タイ プ の 役者 で ある 若 
松 に 、 監 督 は あえ て 静 的 な 演技 を 有 要求 し 
だ た 。 内 ぶ こ め ら れ だ パリ ワー が 人 怪人) 阿久 
礼 ” の 凄 味 し な っ て いる 。 

ひ 〇 1950 年 東京 都 生 まれ 。 日 大 芸術 学部 在 
学 中 に 劇団 「 転 倒 虫 」 を 主宰 。 を その後 、 寺 
山 修 司 の 演劇 実験 室 「 天 井 機 敷 」 で 日 本 の 
みな ら ず 、 海 外 で も 精力 的 に 活動 する 。 
1988 年 に 公演 し た 「 パ ラダ イス ・ ロ スト 」 
で ?88 年 度 文化 庁 優秀 舞台 奨励 賃 を 受賞 。 
「 天 井 機 敷 」 解 散 後 は 、 前 衛 演劇 だ け で な 
< ジロ っ ドス コモ ンジ 2 1 届 
画 な ど 多 方 面 に 活躍 し て いる 。 

映画 :『 ボ クサ ー』(77) 『 草 迷宮 』(C79) 『 サ 
ー ド 』(78)『 上 海 異人 怒 館 』C81) 『$ る 6 ば 
邊 朋 』C84) 

TV:「 起 田 信玄 」C88) 「 新 十津川 物語 」C92) 


吾 ・「 中 国 の 不思議 な 役人 」C77) 「 毛 友 
の マリ ルーj((88) (マタ の パ 邊 俊和 WC84: ! ケ 
ン ペ スト 」(87) [788 年 イギリス ・ エ ジン 
バラ 演劇 祭 参加 作品 ] 「NINACAWA・ マ 
クベ ス 」C87)「 き らら 浮世 伝 」C88)「 イ カ 
れ だ 主婦 」(88 一 790) 「 パ ラダ イス ・ ロ ス 
ト 」(88) 「 恋 歴 ・ 藤 の な も か げ 」C89) 「 自 





蛇 の リ ア 」C89) 「 セ お気 に 吾 す まま 」C90) 
「 陣 OKUNI 国 」(90 一 "92) 「 イ カ れ た 主婦 
2」(91) 「 か ら 騒 ぎ 」C91) 「 桜 の 森 の 満開 
の 下 」(92) 「 夏 の 夜 の 夢 」(94) 「 そ し て 誰 
も いな く な っ た 」(94) 「 火 の 鳥 」C94 年 10 月 
日 生 劇 場 に て 公演 予定 ) 


キャ スト ・ プ ロフ ィ ー ル 


NM 人 
語 川 悦司 
肛 7 ん の 7 7 の の 6Z7 の 2 
【 須 磨 ト も オ 】 
ひ 〇 『 き 6 きら ひか る 』『 課 長 島 耕作 』 で ホ 
モ セ クシ ャ ル を 演じ た 豊川 は 、 今 回 も 複 
雑 な ^ 性 ? を 表現 し な けれ ば な ら な か っ だ 
が 、 和 石井 聴 互 作品 し いう こと て で 出演 を 快 
諾 。 監 督 $「 僕 ら の 時 代 の 俳優 が 現れ た だ 
っ て 感じ が し た 。 こ れ で また 映画 が 楽し 
く 〈 な る よ 」 と トモ オ 像 に 満足 し て いる 。 
ひ 1962 年 大 阪 褒 生 まれ 。 関 西 学 院 大 学 
中 退 後 、 劇 団 「 ほ ひ O 〇 (きん じゅ うま る )」 
に 参加 。'89 年 に 退団 後 、 映 画 、 舞 台 、 
テレ ビ て で 活躍 中 。 
映画 :『3 一 4X10 月 』C90) 『12 人 の 優し い 
国 村 人 (919 『 き 565 き 65 ひ が る 」(92) 『 課 
長 島 耕作 』(〈92)『 居 酒屋 ゆ うれ い 』(94) 
『NICHT HEAD」(94 年 11 月 公開 予定 ) 
TV :「 ぃ と こ 同 志 」(C92) 「NICHT HEAD」 
(92 て (93) 1 内 づつ]C93) 「 ざ の 世 の 灯 
て 」(94) 「 こ の 愛 に 生き て 」(C94) 











swe Sa v 
潤沢 源 子 

yo60 了 ク ZZ7 の グ 

【 武 井 ゆ 2 き 】 

の 物語 の 重要 な 鍵 を 握る 武井 ゆう き 役 に 
抜 握 る きれ だ た の は 、 プ ロ デ ュ ー サ ー が 監督 
に 引き 合わ せ た だ 新人 、 滝 沢 涼 子 。 監督 い 
めく I 夫 当 に 人 を 狭し を うだ っ だ 」 と いい 2 
ほど の 集中 力 が クラ イマ ックス を 引き 立 
ieN6Uh る 。 

ひ 1969 年 神奈 川 県 生ま れ 。 美 容 学 校 を 
卒業 後 、 プ ロ の 美容 師 と し て 約 4 年 ほど 


勤め て いた と ころ 、 街 で スカ ウト る れ だ ただ 
の を きっ か け に 溢 谷 メデ イア ワー クシ ョ 
ッ プ の オー ディ ショ ン を 受け 、 入 所 。 卒 
業 後 、 東 京 乾電池 オフ ィ ス に 所 属 。 大 林 
填 彦 監 示 の 『 青 夫 デ ン ポ ケ デ ケ デ JC デ 
ビュ ー。 

映画 :『 青 春 デ ン デ ケ デ ケ デ ケ 』(92) 『 乳 
房 』(93) 

TV・「 谷 口 六 三 商店 」C93) 「 彼 女 の 嫌 い 
な 彼女 」(93) 「 シ チリ ア の 龍 舌 蘭 」('94) 
「 遠 山 金 志 郎 美容 室 」(*94) 「 バ ッ ク ・ ト ッ ・ 
ザ ・ ギ ャ ー ト ルズ 」(94) 





地 野 谷 正幸 


2 みみ 67 5ZZ の の 〆 


【 番 場 二 三 男 】 

の 1953 年 新潟 県 生ま れ 。"73 年 に 流山 児 祥 主 
宰 の 演劇 団 に 入り 、 舞 台 俳 優 と し て の 経験 を 
重ね た だ のち 、 現 在 で は 、 テ レビ や 映画 に 活躍 
を し iC UMS 。 

映画 :『MISHIMA」(C84) 『 瀬 戸 内 少年 野球 団 』 
(84) 『 赤 と 黒 の 熱情 Passion』(C92) 「 お な こげ 
ーOKOCE」C92) 『 病 院 で 死ね と いう こと (93) 
[高崎 映画 祭 助演 男優 賞 受賞 ] 

TV:「 翔 ぶ が 如 〈」C90) 「 腕 に お ぼ え ぇ あり 」C92) 
「 衝 立つ 」(93) 「 雪 」C94) 「 病 床 六 尺 、 正岡 子 
規 」('94 年 NHK ス ペ シ ャ ル に て 放映 ) 

舞 百 ・「 マ クベ ス 」C90) 「 ピ カレ スク イヤ ー 
ゴ 」(91) 「 砂 の 上 の サン バ 」C93) 「 背 信 」(C93) 
「 悪 漢 リ チャ ー ド 」C94) 
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近藤 等 則 


709/ZZ の 7 人 の ZZ の 


【 鳥 田 孝太 郎 】 

ひ 〇 1948 年 愛 胡 県 生ま れ 。 京都 大 学 人 卒業 後 、 上 
京 し フリ ー ジ ャ ズ 奏 者 と し て 活躍 。1978 年 に 
単身 ニュ ー ヨ ー ク へ 移り 住み 、 そ こ て 出 会 っ 
だ た ビル ・ ラ ズ ウ ェ ル ら と グル ー プ を 結成 。 を 
の 一 方 で ヨー ロッ パ ペ や も 進出 し 、 ラ リー ジャ 
ズ か ら フ リー・ イ ンプ ロビ ゼー ショ ン ( 即 興 ジ 
ヤス) で と スタ イル を 抄 え て い 《 。 この 間 に た 
リリ ー ス し だ た アル バム は 、 ア メリ カ と ヨー ロ 
ッ フ を 合わ せ て 20 枚 以上 も の 数 と な っ た 。 
1980 年 に 日 本 に 戻り 再び 演奏 活動 を 開始 。 
1986 年 に は ヨー ロッ パパ 23 カ 所 で ツア ー を 成 
功 き せ 、 日 本 を 代表 する ジャ ズ ・ ト ラン ペッ 
ト 奏 者 と し て の 地位 を 獲得 する 。 その 後 自ら 
スタ ジオ を 開設 。 主 な アル バム は 「 空 中 浮遊 」 
(83)「 大 変 」(84)「 コ ント ン 」(86) 「337」(87) 
「HUMAN MARKET」C88) な ど 多数 あり 、93 
年 の 2 月 に は 初 の ツ ソロ ・ ア ル バ ム 「TOUCH 
STONE」 を リリ ー ス 。 ま た 、 今年 の 5 月 に 奈良 


の 東大 寺 で 開催 る れ た イベ ント 「CME'94」 で は 、 


見 事 な 演 奏 を 繰り 広げ た 。 

映画 ・『 郷 菊 』(C88) [音楽 担当 の み ] 『 て な も ん 
や コネ クシ ョ ン 』('90) [音楽 、 出 演 ]『 首 領 を 殺 
っ た 男 』(94) [音楽 担当 の み 」 

TV:「 プ レス テー ジ 」C89) 「MECUMI」(89) 
TV 音楽 :「 土 曜 フ ォ ー ラ ム 」(90) 「 ク レジ ッ ト ・ 


キャ スト ・ プ ロフ ィ ー ル 


カー ド 」(C90) 「 慎 どき 日 本 列島 」(91) 「 恋 し と 
ょ 君 恋し と よ 」C91) 「 人 間 到 る 処 青山 あり 」 
(91) 「 空 間 道 楽 」(90 一 "92) 

CM : 資 生 堂 『! ア ウス レー ゼ 」「JCB カ ー ド 」 ア サ 
ヒビ ー ル 「 ス ー パ ー ド ライ 」 

ジオ JI795 ミ トッド ナイ トス ペ シ ゃ や ル (9⑳) 








ユキ オヤ マト 


YAZ の Y2Z み 2 の 


【 声 田 慎二 】 

ひ 1957 年 富山 県 生ま れ 。 ニ ュー ヨー ク に 10 
年 在住 し アク ター ズ ス タ ジ オ で 本 格 的 に 演技 
の 勉強 を する 。 ポー ル ・ モ リッ シイ 監督 作品 
FEQOREY DEgU6 后 (82) で スク リー ン デ ビュ ェ 
ー を 果たし 、 マ イケ ル ・ チ ミノ 監督 作品 の 『! イ ヤ 
ー・ オ ブ ・ ザ が ・ ド ラゴン 』 や モリ ッ シ ィ 監督 の 次 
作 『MIXED BLOOD』C85) に 出演 する な ど 海 
外 で 活躍 。 日 本 映画 界 に は 『 二 十 世 紀 少 年 読 


本 ji で デビ ュー し た 。 

映画 仙人 (や ーッ オク 8 ドラ コン 095) T す 
世紀 少年 読本 』(89) 『 ジ パン グ 」C90) 『 チ ャ 
イナ シャ ドー』(90) 『 ア イ ・ ラ ブ ・ ニ ッ ポ ン 』 (91) 
眠ら ない 街 ・ 新 宿 餅 』(C93) 

TV:「 並 木 家 の 人 々 」C93) 「 花 の 乱 」C94) 
舞 吾 ・「 ロ レン ・ ザ ッ チ ョ 」('93) 








秋山 仁 
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【 諾 有田 教授 】 

ひ 1946 年 東京 都 生 まれ 。1990 年 に 日 本 が 初 
出場 し た 第 31 回 国際 数 学 オ リン ピッ ク (IMO) 
で 試験 問題 を 選考 する 国際 隊 審 員 に 抜 手 さ れ 
た 理学 博士 。 東 海 大 学 教育 研究 所 教授 。20 代 
後半 に ミシガン 大 学 数 学科 に 留学 。 本 場 で 過 
酷 な 研究 の 修 場 を くぐり ぬけ 、 鋭 い 感 性 と 発 
想 力 に よる 百 数 十 に 及ぶ 定理 を 専門 誌 に 発表 。 
その後 、 欧 文 、 邦 文 に よる 専門 書 、 啓 喪 書 30 余 
骨 を 著 す 。 ま た 、 様 々 な 教育 番組 に 出演 し 、 
数 学 を 通し て 学ぶ こと の 楽し きる を 教え て いる 。 
著書 :・「 グ ラフ 論 要 説 」(C82/ 根 書店 ) 「 入 門 組 
合せ 論 」('85/ 共 立 出版 )「 秋 山 仁 の 数 学 渡世 」 
(93/ 朝 日 新聞 社 ) 「 秋 山 仁 の "落ち こぼれ は 天 
才 だ ア ”」 吉 永 良 正 著 (93/ 講 談 社 ) 「 皆 殺し の 
数 学 」('94/KK ベ スト セラ ー ズ ) 「 努 力 は 報 わ 
れず 正義 は 減 び る 」("94/ 同 文書 院 ) を の 他 多 数 。 
VSMNSSNU IZU の ええ (93) ドジ カイ ルト ドリ 
(93) 「 数 学 大 好き 」C94) 「 秋 山 仁 の 算数 ぎら 6 
い 大 集合 」(C94 年 夏休み の み 放 映 ) 

ラジ オォ :「 お 早 う 中 年 探偵 団 」(94) 





田 ロ トモ ロ ヲ 
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【 且 藤 】 

ひ 1957 年 東京 都 生 まれ 。 演劇 集団 「 発 見 の 会 」 
に 参加 以来 、 [ラジ カル ・ が ガ ジ ベ リビン バ ・ シ ス 
テム ][WAHAHA 本 舗 ][ 劇 団 健康 ] な どの 舞 
百 に 客演 する 。 塚 本 普 也 監督 作品 『 普 通 サ イ 
ズ の 怪人 』 に も 出演 。 以後 ^ 塚 本 ワー ルド ? を 
形成 する 最も 重要 な 役者 と し な る 。 テ レビ 、 映 
画 、 ラ ジオ ォ と 広範 囲 に わた っ て エン ター ティ 
ナー と し て の 才能 を 印象 づけ て いる 。 並行 し 
て 、 バ ンド 「 ば ちか ぶり 」 で 音楽 活動 も 展 
開 。'92 年 10 月 に アル バム 「Vachicalist」 を リ 
リー ス し 、 ソ ツ ソロ ・ デ ビュ ー を 果たし た 。 最 近 
で は WOWOW 衛星 放送 オリジ ナル ・ ド ラマ 
『 ゲ ー ム ・ ザ が ・ ヘ ブン 』C93) で の 探偵 役 が 記憶 
に 消 し 5 

映画 :『 普 通 サ イズ の 怪人 」(89) 『 鉄 男 』」(89) 
『 る わこ の 恋 』(90) 『 鉄 男 II』(92) 『 召 極道 
を 愛し た 女 ・ 桐 子 』(C93) 『 遂 魔 』('94) 

V シ ネ マ :! 麻 年 街 サガ イス テリ オック シテ イコ 
(93)「 プ ラッ クマ ネー」('94 年 12 月 発売 予定 ) 
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その 他 の 曲 者 、 芸 送 者 た ち 


【 犯 人 を 引き 寄せ る 5 人 の 被害 者 】 

の 〇 自己 破滅 的 感情 を 持っ た 若い 女性 と いう 
まっ た く 〈 吾 詞 の な い 役 柄 を 視線 や 後ろ 姿 び け 
で 演じ 抜い た の は 、 写 真 選考 を 通過 し た 40 
ー50 名 の 中 か らき る ら に 厳選 る れ た 5 人 。 今後 
の 活躍 が 待ち 前 し い 前 途 有 望 な 女優 陣 だ 。 
ひ 第 一 被害 者 、 朝 日 由美 子役 を 演じ た の は 、 
V シ ネ マ 『 朝 濾 哲郎 の 大 逆転 』(90) で デビ ュ 
7 だ 目 。 人 


NHK の 連続 ドラ マシ リー ズ 「 腕 に お ぼ え あ 
り 」(93) や 「 ひ ら り 」('93) に 


出演 し て いる 。 





ひ 第 二 被 害 者 、 画 学生 の 高木 まゆ み を 演じ た 
野木 愛 は 、 今 回 が 初め て の 映画 出演 し な っ た 
横浜 国立 大 学 の 3 年 生 。 小 学生 の 時 か ら 6 英語 
教室 主催 の 舞台 を 中 心 に 演劇 を 勉強 。 今 後 は 
大 学 に 通い な が ら 、 本 格 的 に 演技 の 勉強 を 重 
ね に グロ と し で 活躍 6 た いと 考え て る 8 





や 自 閉 症 児 
か な い セ ラビ ピス ト の 卵 、 
和子 役 に は モデ ル の 経験 を 経て 、「 フ ァ ミ リ 
了 人 OO 
V シ ネ マ 「 な ん ぼ の も ん じゃ い 2」('94) で 活躍 
し て いる 鈴木 佐和 子 が し て いる 。 


の 研究 の た め 半 年 間 誰 と も 日 を 効 
第 二 被 害 者 の 小田 原 


〇 コイ ン ラ ンド リー で 殺害 され る 第 四 被 害 者 、 


道草 伊代 役 を 演じ た 新井 亜樹 は 、 デ ザイ ナー 
と し て の 仕事 を し な が ら [ 大 人 計画 ] の 舞台 を 
SMIC る アク テ ネ ジ 人 が 次 僕 。 

〇 赤い ワン ピー ス を 来 た 第 五 被害 者 、 飯 尾 弘 
美 を 演じ た の は 、 舞 台 女 優 の 高 仁和 枝 。 彼 女 
は 2 年 半 [ 敵 川 カン パニ ー] に 籍 を 置き 、 昨 
年 の 秋 か ら フ リー と な っ た 。 今後 は 舞台 だ け 
で は な く 〈《、 映 像 の 分 野 に も 活躍 の 場 を 広げ よ 
う と 演技 に 磨き を か け て いる 。 現在 、 舞 台 
「Blood Sucker」 に 出演 中 。 


【 第 一 役 害 者 、 朝 日 由美 子 の 母 】 

ひ 〇 品格 の ある 、 由 緒 正しい 家系 も を し っ か り と 
守る 母親 役 を 演じ た の は 、[ ブ リキ の 自発 団 ] 
の 看板 女優 で 、 こ の 映画 の 脚本 を 書い た 生田 
萬 の パー トナ ー で も ある 、 銀 粉 蝶 。 ワ ン ・ シ 


| 一 ン の 出演 で は ある が 、 


売出 し 中 の 菊地 彩 。 最 近 で は 、 





手抜き の な い 演 技 に 


見 る る の を 9| き 込 で * じ きま う 。 





【3 人 の 検死 官 】 

〇 白衣 に 身 を 包み 、 手 早く 死体 の 処理 を する 
検死 官 手 と し て スク リー ン ( 
実際 に 検死 、 法 医学 解剖 を 行っ て いる 杏林 大 
学 医学 部 教授 、 佐 藤 喜 宣 先 生 。 先生 の 協力 の 
$ と 大 学内 の 死体 吉 安 解剖 室 で 撮影 る され た こ 
の シー ン は 、 プ ブロ の 手際 の 良 る か ら 了 臨場 感 溢 
れる も の と な っ だ た だ 。 


MAN AAA 0 (02 


ミュ ー ジ シャ ン の LAPIS。 6 年 程 前 、 当 時 結 
成 し て いた だ FRICTION の ライ ブ ・ ビ デオ ォ 「DU 
MB NUMB LIVE FRICTON」(86) を 監督 が 
手掛け た 縁 で 今回 の 出演 と な っ た 。 ス クリ ー 
ン の 彼 は ステ ー ジ で の パワ フル な 活動 に 劣ら 6 
な い 、 強 烈 な 存在 感 を 放っ て いる 。 
の 死体 は 見 慣れ た も の と いっ た 最 
し い 表 情 を みせ だ た の は 、 
知り 合っ た 映画 プロ デュ ー サ ー、 碧 井 隆 。 初 
体験 し は いえ 、 落 ち つ いた 台詞 まわ し は 役者 
顔負け の 堂々 た る も の だ っ た 。 


区 6 検死 官 ら 


監督 が ヨー ロッ スパ で 


【 絶 対 真 理 教団 】 
〇 うっ すら と 胡散臭 い 笑 み を 浮か べ る 教団 の 


総務 を 演じ た の は [新宿 梁山 泊 ] で 演出 、 脚 本 、 


出演 の 三 役 を こなし て いる 、 公 義信 。『 月 は ど 
っ ち に 出 て いる 』C93) で 数 々 の 脚本 賞 に 輝い 
だ こと は 記憶 に 新しい 。 ま た だ 、 十 月 末 に 完成 
予定 の 当 洋 一 監督 炊 回 作品 
の 脚本 も 手掛け て いる 。 


『 東 京 デ ラッ クス 』 





ひ 操 られ て いる か の よう な 決ま りき っ た 宣伝 
文句 を 並べ た て る 広報 の 女性 を 演じ た 中 上 ち 


に 登場 し た の は 、 
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か は 、 中 田 新 一 監督 の 『BE FREE」('86) で 
スク リー ン デ ビュ ー を 果たし 、 以 後 は 様 久 な 
作品 で 脇 を 固め て いる 演技 派 女優 。 ま た 、 渋 


IN 

熱心 な 信者 に [新宿 梁山 泊 ] の 舞台 女優 、 村 松 
寺子 が 、 そし て 節子 に 阿久 の 電話 を 取り 次 ぐ 
受付 嬢 に は テレ ビ ・ ド ラマ を 中 心 に 活躍 し て 


いる 加 倉 井 を たり が し て いる 。 
ひ 〇 絶対 真理 教団 は 、 経 験 幅 か な 俳優 た ちの 上 明 
発 的 演技 力 の 見 せ 場 し な っ た だ よう が だ 。 


【 山 の 手 線 の 乗車 客 】 

の 第 三 被害 者 小田 原 和子 と 同じ 車両 に 乗り 合 
わせ 、 と ば ぼけ な た 会話 を 交わ す サ ラリ ー マ ン 、 
鳥居 と 三好 を 務め た の は 、「 お 笑い スタ ー 誕 
生 』 で デビ ュー し た だ \ 象 さき ん の ポッ ト ? の 時 生 
今日 人 と 宮野 一 志 。 ラ イブ な ど 精 力 的 に 活動 
し て きた だ 二 人 だ が 、 昨 年 5 月 に 劇団 [何故 象 
劇場 ] を 旗揚げ し た に も か か わら ず 、 残 念 な 
が ら 今年 の 2 月 に 突然 解散 。 現 在 は 二 人 と も 
青年 実業 家 を 夢見 て 、 ア ル バ イ ト 中 。 ま た 、 


警 任 者 内 で の 殺人 現場 再現 の シー ン で 自分 の 
乗車 日 を 間違え 、 緊 飼 し て いる 場面 を 和 ま せ 
だ た 、 ち ょ っ と 間抜け な 男 
る の も 見 逃 せ な い 。 


を 生田 高 が 演じ て い 





【 阿 久 の 助手 、 看 穫 婦 、 

イン スト ラク ター、 美 人 レポ ボー ター】 

石井 監督 の 多彩 な 人 脈 は キャ ステ ィング の 
隅 々 に まで お お い に い か され て いる 。 リ フリ 
ー ジ ング ・ サ イコ リュ ウム に 勤め て いる 謎 の 
看護 士 は 、 フ ァ ッ ショ ン シ ョ ー や へ アー ショ 
ご の イメ ーー ンジ モデ クウ パ バク ポポ マー で 少 還 
GUN の スク の ペコ ーー で 、 (ドル 
ー ド マー ク の 派手 な 衣装 も 脱ぎ 捨て て 本 名 の 
山口 陽子 と し て ノー メイ ク で 出演 。 

の 節子 の 運ば れ た 警察 病院 の 看護 婦 役 に 1 
BON hen 
の 看護 婦 、 白 鳥 雇 子 。 歯 科 医 の 国 武 先生 も 近 
藤 等 則 の 助手 で 顔 を 出し て いる 。 

ひ 〇 の フ ィ ッ ト ネ ス ジム の イン スト ラク ター に は 
近藤 等 則 が 撮影 現場 に 連れ て きた ボー カリ ス 
ト 、JUKKA が 飛び 込み 出演 。 ま た 、 連 続 殺 
人 事件 を 俗 っ ぽ 〈 報道 する テレ ビ ・ レ ポー タ 
ー 役 、 立 原 ち えみ は 監督 の 短篇 『 自 転 車 』(*92) 
[J・MOVIE・WARS 『TOKYO BLOOD」 の 一 
篇 ] で 見 覚 を が ある は ず だ 。 
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石井 職 玉 監督 プロ フィ ー ル 





Photographed by Keita Haginiwa 


1957 年 福岡 県 生ま れ 。776 年 に 日 大 芸術 学部 映画 学科 に 入学 し 、 場 は 松岡 錠 司 (当時 、 サ ー ド 助監督 )、 太 田 達 也 ( 当 時 、 フ ォ ー 
同年 < 狂 映 舎 > を 設立 。8 ミ リ で 此 1 作 『 高 校 大 パニ ッ ク 』 を 撮り 、 ス 助 監督 )、 阪 本 順治 (当時 、 美 術 & 編 集 )、 キ ャ メラ マン の 人 笠 
続い て 『88 万 分 の 1 の 孤 狐 』(77) 、『 突 撃 ! 博多 遇 連隊 』(78) を 松 則 通ら 、 の ちの 邦画 界 を 支え る 人 材 を 斐 出 し た 。'84 年 の 『 逆 
監督 。『 高 校 大 パニ は 都内 の 名 1 も 上映 さ れ 熱狂 的 な 噴射 家族 』 は イタ リア の 第 8 回 サル ツ 映 画 祭 で グラ ンプ リ を 受 


支持 層 を 生む に 至り 、778 年 に 劇場 用 映画 に も リメイク さる れる 賞 し 、 石 井 聴 な の 名 は 国内 より 海外 で より 高く 評価 され だ 。 る 
( 洋 田 幸弘 監督 と 2 ワク 2 ト だ が 、 石 井 監督 の 後 、 数 々 の 企画 が クラ ンク イン 直前 まで いき な が ら 不 運 に も 


は 自作 と は いえ な いと フィ ル モ グ ラフ ィ ー か ら 削 除 )。'80 年 に _ 形 に な ら ず 、 長 編 映画 か ら は 遠ざかっ て いた だ が 、 そ の 間 も ラ イ 
は 『 狂 い 咲 き サ ンダ ー ロ ー ド 」 を 16 ミ リ て 製作 。 東 映 セ ント ラ プ ・ フ ィ ル ム や 短編 作品 で 観客 を 刺激 し 続け て いた 。『 エ ンジ ェ 
2 クレ が 85 ミリ 版 に BI ウッ ク し AM し 、 キ ネ ル ・ ダ スト 』 て 完全 復帰 を 果たし 、 早 くも 次 回 作 『 水 の 中 の 八 月 』 
マ 旬 報 の べ ス ト テ ン 9 位 入選 、 邦 画 ニ ュー ウェ ー グ ブ の 節 先 多 と 。 が クラ ンク ・ ア ッ ダ し て いる 。 

な る 。'82 年 に は 『 爆 像 都市 Burst City』 を 発表 、 こ の 作品 の 現 
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フレ モク フフ イー 

76 高校 大 パニ ッ ク 81 シャ ッ フ ル SHUFFLE 
[ 狂 映 舎 ] | パ ザマ イト ア 
カラ ー/8 ミ リン 20 分 B&W プ / プ パー トカ ラー ノ グ 16 ミ リー35 ミ リ に ブロ ウ ア 9 
製作 = 大 屋 龍 二 ビス タ ノ 38 分 
脚本 = 石井 陣 々 原作 / 大 友 下 洋 「RUN. 
出演 = 梅津 正信 中村 ジ ョ ウノ テア トル ハ カ タ 製作 三 秋田 光彦 

脚本 三石 井 陣 々 


77 


7 お 


79 


80 


2 挙 で き で 馬 に が わる いん で 、 の 名 も リク で て 知ら れる 
高校 を 舞台 に し た クー デ タ ー も の 。 


88 万 分 の 1 の 孤独 
[ 狂 映 舎 ] 
カラ ー ノ 8 ミサ ノ 45 分 


孤独 な 浪人 生 の 和 質 屈 が 和 狂気 の 茸 力 へ 至る まで を 描く 。 


突撃 ! 博多 愚連隊 

[ 狂 映 舎 ] 

カラ ー ノ 8 ミリ ング 75 分 

製作 ニ 大 屋 龍二 ノ 石 井 聴 表 

脚本 三石 井 聴 胡 

撮影 三 伊 藤 敏朗 

音楽 = シャイ ニー( 中 島 康 信 ) 

出演 三 志水 正義 / 泉 谷 し げ る プ テ ア トル ハメ カタ 


喧嘩 に あけ くれ る 遇 連 隊 の ひと り 、 モ デル ガン 狂い の 少 
年 が ふと し た こと か ら 本 物 を 手 に し だ こと か ら 巻 きこ 
る 大 騒動 。 ヤ ク ザ と 警察 を 敵 に まわ し た 決死 の 逃走 を 博 
多 オ ォ オール ロケ で 生生 し く 描 いた 導 快 アク ショ ン 。 


走る 

カラ ー ノ 16 ミ リノ 12 分 
脚本 平 柳 益 実 
撮影 三 等 松 則 通 
出演 三 柔 崎 て る お 


日 大 芸術 学部 時 代 の 実習 。 


狂い 咲き サン ダー ロー ド 
[ 狂 映 舎 = ミ ダイ ナマ イト プロ ] 
ーー 6SU SS5SN UNE ウ ロウ カッ ジ / ロス メン 95 分 
製作 三 小林 紡 / 秋 田 光彦 
脚本 三石 井 聴 な / 秋 田 光 彦 ノ 平 柳 益 実 
影 三笠 松 則 通 
音楽 = 泉谷 し げ る プ パ ンタ 婦 ハ ル /THE MODS 
出演 三山 田 辰 夫 / 中 島 陽 典 / 劇 団 CAYA/ 小 林 稔 侍 / 南 
条 弘 二 


近 未 来 シ ティ イ 、 サ ンダ ー ロ ー ド 。 組織 権力 に 反逆 し 狂気 
の マシ ー ン と 化す アウ トロ ー を 主人 公 に し た 陶酔 の バイ 
オレ ンス ・ ム ー ビ ー。 


TAPE 東映 で デ オォ LTD 東映 ビデ オォ オ 


82 


83 


撮影 三笠 松 則 通 

音楽 三 ら カシ ョ ー/ パ チラ ス ・ ア デニ ミ ー ニ 

出演 中 島 陽 典 / 森 達也 室井 滋 / 武 田 久 美 子 ノ 荒戸 源 
次 郎 

刑事 か ら の 追跡 を 逃れ る た め モ ヒ カ ン 刈り に し て 、 ひ た 
すら 走り 続け る 男 。 彼 の 脳裏 に 過去 の 記憶 が フラ ッシュ ・ 
バッ ク す る 。 初恋 の 少女 、 ゴ ー ル 寸前 に 転ん だ 陸上 競技 、 
を し て 殺し た 胞 人 。 ほ と ん ど 問 詞 は な く 、 全 編 ロ ッ ク が 
貫く 〈。 


アナ ー キ ー”80 維 新 
際 0 記 SNZ ml 
0 ジョ ニッ 0 人 9 人 16S リ 
影 三笠 松 則 通 
出演 ニア ナー キー 
アナ ー キ ー の プロ モー ショ ン ・ ビ デオ 。 ラ イブ 風景 と イメ 
ー ジ ・ カ ッ ト を 編集 し だ も の 。 


爆裂 都市 Burst City 

2 カマ イド ク a| 

ラー ジ 35S0U/ By 分 

製作 = 秋田 光彦 ノ 小 林 編 
脚本 石井 聴 互 / 秋 田 光 彦 

明 三 笠松 則 通 

出演 = 陣内 孝則 大 江 慎 也 / 町 田町 蔵 / 戸 井 十 月 上 田 
馬 之 助 ノ 大 林 真 由美 / 泉 谷 し げ る ノコ ント 赤 信 号 ノ スタ 
ー リ ン ノ 雇 赤 児 / 室 井 滋 

カス タム ・ カ ー に よる デス ・ レ ー ス が 繰り 広げ られ て いる 
ょ うな 笑 廃 し た 近 未 来 の 町 。 原 発 建設 の 強制 労働 を 強い 
られ た 町 の 下層 民 た ちの 交 り は や が て 禁 動 の 火 の 手 と な る 。 


アジ ア の 逆 坪 
[ディ レク ター ズ ・ カ ン パ ニー」 
カラ ー/ 6SRIU 80 分 
製作 三石 井 陣 斑 オバ チラ ス ・ ア ー ミ ー・ プ ロジ ェクト 
脚本 三 長崎 俊一 / 利 重 剛 ノ 石井 聴 太 
明 三 笠松 則 通 
音楽 = バチ ラス ・ ア ー ミ ー・ ブ ロジ ェクト (東京 ダウ ザー) 
出演 ニ 有 菌 芳 記 ヒモ ログ ノ ヒ デ 丸 ノ 竹之内 淳 


同名 の アル バム を 元 に 製作 きれ た ビデ オォ オ ・ ク リッ プ 的 作品 。 


監督 プロ フィ ー ル フィ ル モ グ ラフ ィ ー 
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核 戦争 後 シ ェ ル ター に 生き 残っ た 4 人 の 若者 の イメ ー ジ を 
痛 ( 量 (60NGUS2 5 

92 年 PEPF の イベ ント 、?93 年 の 法政 大 学 で の イベ ント な ど 
て は 新た に 編集 し な な し た バー ジョ ン を ライ グ 演 奏 と と 
も に 公開 し た 。 


AI RI ジロ リア 


パラ ノイ アッ ク ・ ラ イブ 
由 清 Bl 
の キン デオ アク (60 分 
避 王 笠松 則 通 
出演 ニル ー ス ター ズ 


ルー スタ ー ズ の ?84 年 7 月 の ライ ブ 記 録 。 同 年 10 月 21 日 に 
発売 され て いる 。 残念 な が 6 廃盤 と な り 現 在 は 入手 不可 能 。 


逆 噴射 家族 

[ディ レク ター ズ ・ カ ン パ ニー ニモ 国際 放映 =ATC] 
2 の 4 ラーン 35SW 0E ビ 久 多 グ 6107 人 が 
製作 三 長谷 川 和彦 ノ 山 根 豊 次 / 佐 々 木 喝 朗 
プロ デュ ー サ ー ニ 三 高橋 伴 明 
原案 三 小林 よし の り 
脚本 三石 井 聴 な / 小 林 よ し の り / 神 波 喝 朗 

影 三田 村 正 毅 
音楽 1984 
出演 三 小林 克也 / 倍 賞 美 津 子 ノ 植木 等 工藤 夕貴 / 有 蘭 
芳 記 
マイ ホー ム 主 義 の パパ 、 典 型 的 な 主婦 の そ ママ 、 ア イド ル 
狂い の 娘 、 東 大 を 目指 す ガ リ 勉 の 息子 。 郊 外 に マイ ホー 
ム を だ た て だ ば か り の 幸せ な 4 人 家族 。 と ころ が 祖父 が 居候 
し 、 家 に シロ アリ が 巣 く っ て いる と わが か っ だ あ だ り か ら 
2 パパ の 様子 も ね おかしく な っ て きた 。 殺気 だ つ 家 族 。 家 を 
吾 に 映画 は 戦争 映画 の 様相 を 星 す る 。 海外 で は The 
Crazy Family の タイ トル で 知ら れる 。 


出 AEDN 末 セ デオ 1D 東 末 だ デオ 


スタ ー リ ン FOR NEVER 絶 将 解散 中 
カラ ー ン 16 ミ リ /60 分 


スタ ー リ ン 解 散 コン サー ト の ドキ ュ メ ンタ リー。 


半分 人 間 アイ ン シ ュ テ ュ ル ツ ェ ン デ ・ ノ イ バ ウ ン テ ン 
[| WAVE] 
グー ンク 216 ミグ 48 人 
製作 三 東 雅春 / 加藤 英 帝 
脚本 三石 井 聴 な 中 島 吾 郎 / 長 富 喝 明 
尺 三 伊藤 昭 裕 
間 仙 志 が ン シ ュ ジュ ルツ エン テー ノイ クン テン 
商人 人 2 の の AN NR 0 ン ン クア ョ ルツ ニン ティ 
ノイ バウ ン テ ン の ステ ー ジ を 鉄 く ず が 散乱 す る 工場 の 廃 
天 を 舞 古 に 構成 し た 作品 。 暗 黒 舞踊 の 踊り 手 た ち が 舞 う 、 
ドラ マ 仕 立て の シー ン も ある 。 
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DUMB NUMB LIVE FRICTION 
カカ ラーク 四 ク アレ ィ (45 人 
台 三 笠松 則 通 伊藤 昭 裕 ノ 石井 勲 


の リン 0 の の ウレ (の NN 0 の 0 


89 指圧 王者 THE MASTER OF SHIATSU 


| ン ボ デイ メン ドッ ウグイ クル 2 | 

2 ニッ 960 ベク シク バー NRN 2 の 

製作 三森 恭一 

脚本 三 中 沢 新 一 

撮影 三篠 田 芽 

音楽 = ダウ ザー( 東 京 ダ ウザ ー の 前 身 ) 

出演 三 浪 越 徳次郎 / ア ナ ・ ホ ー ル 

指圧 の 心 、 母 ご ころ 、 の 浪 越 徳 次 郎 が 全裸 美女 の ツボ を 
押す と 、 そ れ が いつ し が か 都市 の ツボ と 重なっ て いく 不 思 
議 な 一 篇 。 


92 TOKYO BLOOD 


[ WOWOW/J・MOVIE・WARS] 
「STREET NOISE」「 自 転 車 「 穴 」「HEART OF STONE」 
カラ ー/16 ミ リー35 ミ リ に グロ ウデ アッ ピノ スタ シン ダー ド / 
35 分 
製作 三 仙 頭 武 則 (WOWOW) / 佐 藤 正 悦 
脚本 石井 聴 豆 (「STREET NOISE」「HEART OF STONE」) 
字 野 和 イサム 容 」「 自 転 車 」) 

影 三 笠松 則 通 
音楽 三 東京 ダウ が ー ' 
出演 三山 田 辰 夫 ノ 小島 正 資 (「STREET NOISE」) 
立原 ちえ み ノ 大 山 澄子 (「 自 転 車 」) 
田 ロ トモ ロラ テン 酒井 敏也 松尾 スズ キノ 片桐 は いり (「 容 」) 
宝生 舞 (「HEART OF STONE」) 


02 年 12 月 より WOWOW チ ャ ン ネ ル 日 本 衛星 放送 で スタ ー 
ト し た J・MOVIE・WARS( 一 人 の 監督 が 短編 4 本 を 監督 す 
る ) の 第 1 弾 と し て 製作 きれ た 。 


93 エン ジェ ル ・ ダ スト 
94 水 の 中 の 八 月 


現在 製作 中 


[ 注 ] 作品 の 長 さ に 関し て は 監督 が 何 度 か 手 を た 入れ な お し て いる 場合 も あり 、 
数 分 の 違い で いく つか の バー ジョ ン が ある よう だ 。 
ここ で は 調べ た 中 で 一 番 短 いも の を 掲載 。 


こ ス タッ フ ・ プ ロフ ィ ー ル 
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バ カ こ 言わ れ て 腹 が 立つ ? 頭 が 悪い と 言 
われ た ら ? また は セン ス が 鈍い だ の 感受 性 
が 鈍い だ の 「 お まえ 、 鈍 いん だ よ 」 だ の そん な 
評価 の 言葉 を 自分 の 胸 に 鋭く 突き 刺し て 傷 つ 
いて し まう ? 

念 冗談 じゃ な い ぜ 。 突き 刺す 針 も 、 針 の よう 
な 言葉 も 、 針 の よう な 研ぎ 澄 ま さ れ た 感性 っ 
て や つも いら ね えな 。 張り つめ た 空気 っ て や 
つも キワ ドイ 愛 っ て や つも いら ね え 。 お ら は 
豆腐 の 人 生 っ て や つ で いい 、。 満足 し て ん だ 。 
よ お 、 お ら の 玉 み を つつ いて みろ よ 。 

人 おいおい 、 か っ こう いい 和食 な ん か じゃ ね 
え ぞ 。 自然 食品 だ けど も 病気 を 治し て くれ る 
わけ じゃ ね え ぞ 。 頼る ん じゃ ね え ぞ 。 ホ ント 





二 頑 張ら ね えと 死ん じゃ っ て も 殺し ちゃ っ て 
も 知ら ね え ぞ 。 ホ ント ニ 器 に 美意識 を 盛り こ 
お む お な よ な ! 

で は 、 ぐ すず ぐす 豆腐 の 作り 方 で す 。 


【 材 料 】(1 ザ ル 分 ) 

大 豆 (一 晩 1200cc の 水 に 浸し て お く )300g 
大 ガリ 央 さじ 1 

ぬる ま 湯 100cc 


【 作 り 方 】 

⑯ ニ ニ ガ リ を ぬる ま 湯 で 溶い て お く 。 

@ め 大豆 を つけ 汁 ご と ミキ サー に か ける 。 ま た 
は すり 鉢 で する 。 何 回 か に 分 け て や る と いい 。 
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Pe 用 0 は ペー ささ う 9 回 更 





WOgP み 44 万 S77OO7 





oe 中 人 各 ツー スス の 叶 う R 山 


⑥ 深 ナ べ に 汁 ご で と 入れ て 火 に か ける 。 沸騰 し 
た ら す ぐ 火 を いっ た ん 止め る 。 

⑳⑨ 再 び 火 に か け 、 焦 げ 付 か な いよ う 、 吹 きこ 
ぼれ な いよ う 双 火 で 8 分 煮る 。 

⑨⑥ こ れ を 木綿 の 布 で 渡す 。 も の すご く 熱 い が 
最後 は 、 手 で 絞っ て 渡す 。 こ の 絞り カス は お 
か ら 。 汁 は 豆乳 。 

豆乳 を 火 に か け 70 一 75C に 熱し た ら す ぐ 
に 次 を 止め 、 二 ガリ 液 を 2 回 に 分 け て 入れ 混 
ぜ る 。 

@ フ タ を し て 15 分 蒸 ら す 。 
ザル に 布 を ひき 、 豆 腐 液 を 入れ て 15 分 お 
く 。 水 に さら し て で き 上 が り 。 
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@⑯' エン ジェ ル ・ ダ スト 」 に は 性 の ある 身体 は 出 て こない 。 
男 、 女 、 そ し て 両性 具有 者 が 登場 する の だ が 、 彼 ら は 性 の 
熱さ と 湿度 を 抱え た 肉体 と し て は 登場 し な い 。 男 は 徹底 し 
た 理 諸 実 践 者 と し て 男 な の で あり 、 女 は ある 感情 の ゆら ぎ 
の あり 方 と し て の 女 で あり 、 両 性 具有 者 は どちら の 性 を 合 
わせ も つも の と し て より お し ろ 「 無 性 の も の 」 と し て 存在 し 
て いる 。 そ し て 男 は その 繊細 な 振る 舞い に お いて ジェ ンダ 
ー と し て の 女性 に 接近 し 、 女 は その タフ な 行動 力 に お いて 
ジェ ンダ ー と し て の 男性 に 接近 し て いる 。 


人 @ 男 と 女 ( そ し て 両性 具有 者 ) は ある 愛 を 生き る の だ が 、 そ 
れ は 体液 の 交換 と いう よう な 、 粘 膜 的 な も の と し て は 選択 
され な い 。 性 の 無い 身体 で 、 そ れ は 不可 能 な こと で ある 。 


それ 、 は 心理 の 反応 (も し く は 感応 ) の ゲー ム と し て 行わ 
れる 。 

いや 、 ゲ ー ム (遊戯 ) で は それ は な い だ ろ う 。 そ れ は 論 理 の 
実践 で ある 。 男 は その 意味 で と て も 誠実 な 「 恋 人 人 」 だ ろう 。 

誠実 で あれ ば ある ほど 男 は 女 を 苦し め て ゆく 。 女 は 追い つ 
め ら れ て ゆく だ ろう っ う 。 


人 @ 女 は 逃げ 、 別 の 人 間 を 求め る 。 そ の 人 間 は 男 と 女 の 身 体 
を も ち 、 男 と 女 の ど ちら の 身体 を も も た な い 人 間 で ある 。 

彼女 は や っ と 彼 彼 女 と 「 心 理 の メビウス の 輸 」 で は な い 
「 身 体 の 感応 」 を 手 に 入れ る 。 


この カッ プル が 「 セ ックス 」 と 呼ぶ も の 。 

それ は ベッ ド の 中 の 汗 ま みれ の プロ レス ご っ こ で は な い 。 
お 互い の 皮膚 と 皮膚 か ら 立 ちあ が る 「 何 か 」 を 交感 させ る や 
り 方 。 そ れ は 静か で 奇妙 な ダン ス を 思わ せる 。 き っ と 性 器 
を 使用 し な いや り 方 。 ス トレ ンジ な や り 方 。 


人 @ 心 理 の 過剰 。 肉体 の 欠如 。 


それ は その まま 都市 に も 当て は まる だ ろう 。 フ ィ ル ム の 
最初 、 東 京 の 街 が ロン グ に ロン グ に 写 さ れる 。 乱立 する ビ 
ルディ ング 、 内 臓 の よう に の びる 高速 道路 。 流通 する 大 量 
の 商品 。 そ れ は 全く 、 物 質 で ある 。 モ ノ で ある 。 し か し 、 

それ ら を つく り だ し た の は 人 間 の 欲望 で ある 。 そ れ ら は モ 
ノ で あり 、 し か し 私 達 の 欲望 で ある 。 遠 く の 人 と お 話 で き 
た らい いな 。 テ レフ ォ ン 。 色んな も の を た の し く 安 全 に 行 
っ た こと の な い 所 の 風景 を みて みた いな 。 テ レビ ジョ ン 。 

いつ も 快適 に 暑く も な く 寒 くも な くい た いな 。 ル ー ム ・ エ 
アコ ン シ 。 


人 @ 単 な る 物質 な ん て 、 都 市 に は 存在 し な い 。 





@ そ し て "単なる 情報 」 も 都市 に は あり えな い 。 
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人 @ 単 体 の 情報 を その まま 受け 入れ る 幸福 は 、 私 達 に は す で 


4 に な い 。 情報 は 単体 と し て 発信 され る か も し れ な い が 、 受 
り 示 4 信 し た と た ん 、 そ れ は 他 の 情報 と 組み 合わ され 接続 され 混 


同 さ れ キ マイ ラ 状 の 「 か た まり 」 と な る だ ろう 。 そ し て ある 
情報 は ある 情報 の プログラミング を 破壊 する だ ろう 。 ま た 
バグ を 発生 させ る だ ろう 。 あ る 情報 が ある 情報 に 浸食 し て 
別 の 何 か に 変容 する 。 ハ ッ キ ング も ウィ ルス も コン ピュ ー 
ター で 起こ っ た こと で は な い 。 す で に 人 間 で 起こ っ た こと 
を 、 ヨン シン ピ ョ ー タ ー が (や うる ) 何 際 しく ぐい る だ は 太 ま だ 
は コン ピュ ー タ ー を 通じ て 私 達 が (や っ と) 認識 で きた こと 
7 


[ 閉 農 敵 \MJierCt CC は SE] 


この 「 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 で は 人 間 の 死 は 脳 と いう ハー 
ド ・ ウ ェ ア の 故障 こと し て あつ か われ て いる 。 個 人 の 思考 ノ 
記憶 の プロ グラ ム が 、 あ る 一 方 的 な プロ グラ ム を イン ・ プ 
ッ ト す る こと で 「 こ われ る 」。 

「 こ われ る 」 こ と で その 人 間 は すでに 死ん で いる の で ある 。 


人 @ 条 人 事件 が 起こ る 。 そ れ は 衝動 的 に り に つき うごか さ 
れ た 血みどろ 、 血 まみ れ の 肉 塊 転がる 死 で は な い 。 そ れ は 
冷静 で 沈着 な 計画 の 実践 の 結果 と し て の 殺人 で あり 、 そ の 
技法 と し て 肉体 的 な 苦痛 と 直 怖 を 排除 し た 洗練 され た 方 法 
が 選択 され て いる 。 多 分 、 死 者 た ち は 上 自分 が 死ん で ゆく こ 
と も 分 か ら す に 死ん で いっ た だ ろう 。 

死に は 二 つ の 人 死 が ある 。 肉体 の 死 と 精神 の 死 。 だ と し た ら 


yi 


2 2 な ま 了 こ 
NO 死者 達 は 、 も うす で に 自分 が 死ん で いた こと も 知ら ず 死 ん 
ON | ( で いっ た の か も し れ な い 。 


2 
に CE2 
の 


この 映画 で 肉体 は 徹底 的 に 排除 ぐれ 、 意 識 プ 無意識 が 徹 
必 的 に 写し 出さ れる 。 
殺人 事件 が 起こ る 。 そ れ は 肉体 の 死に よっ て 事件 と し て あ 
つ わ れ る 。 で は 、( い わ ゆ る ) 精 神 に 対す る 殺人 は ご どう あつ 
か われ る の だ ろう つか 。 


人 @ 肉 体 ご 精神 を 分 離し た も の と みな すこ と 。 そ の こと じ た 
い が あ る "倒錯 」 で ある 。 し か し 私 達 は その "倒錯 」 の 中 で し 
か 生き られ な い 。 都市 の 中 で 私 た ち は す で に ANGEL( 性 も 
肉体 も な いも の ) で あり すでに DUST( 計 、 ゴ ミ ) で ある 。 


最後 、 男 と 女 は また 再び 愛し あう 。 性 も な く 、 肉 体 も な 
い 、 心 理 の 戦争 と し て の "プラ トニ ッ ク ・ ラ ヴ "。 都市 と い 
う 奇 妙 な 場所 で し か 成立 し な い 奇 妙 な 恋愛 。 ハ ッ ピ イィ ・ エ 
ンド が 最初 か ら 回 避 さ れ た 、 誰 も 勝者 に 成り 得 な い 恋 。 


つま り 、! エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 は 誠実 な "東京 ラブ スト ー 
リー" で ある 。 現実 の 東京 に 対し て の 。 現実 の 東京 で 起こ 
る レン アイ に 関し て の 。 | 
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1 piece 一 一 殺人 要因 は 自殺 願望 フェ ロモ ン 

東京 を 舞台 に 起こ る 連続 殺人 、 精 神 分 析 、 逆 洗脳 、 マ イン ドコ ント 
ラヴ ツウ ・ ス トー リー と 様々 な 有 要素 を 取り 入れ だ た "エンジェル ・ ダ 
スト 』 の 脚本 が まとまる まで に は 半年 以上 が 費やさ る れ て いる 。 一 番 、 
頭 を 悩ま きせ た の が 利害 関係 の 成り 立た な い 状 況 で 起こ る 殺人 事件 の 妥 
因 を 何 に する か 、 と いう 点 。 脚 本 の 生田 高 は 動物 が 特定 の 色 や 匂い 、 
音 、 形 な ど に 反応 し て 行動 する 性 質 に ヒン ト を 得 て 、 あ る 種 の フェ ロ 
モン を 感知 する 犯人 像 を 生み 出し た 。 被害 者 た もち が 発し て いる ~^ 絞 し 
て 欲し い ? と いう 信号 を 犯人 は ある パタ ー ン の 色 の 組み 合わ せ に 読み 
と る の だ 。 こ の 色 ※X 色 の 謎 は 「 眠 れ ぬ 森 の 美女 」 の ピン ク と ブル ー の ド 
レス に 暗示 る れ 、 自 殺 願 望 を 持つ 被害 者 た ち は 、「 殺 し て 欲し いと 旅 
人 に せがむ ラク ダ 」 に 象徴 され て いる 。 


ロー ル 、 





2 PieCg 村 間 で は 破け れ ど 


@ 異 常 な 犯罪 者 た ちの 心 の 中 を 戦場 し とし て いる 節子 。 彼 女 が 帰る 場所 
は 、 ト トモ オ の 待つ 二 人 だ け の 安息 の 地 。 を そこ は 、 無 機 的 な 東京 の 風景 
と は 対 周 的 に 、 何 種類 も の 植物 が 所 狭し と 並ん で いる 大 き な 温 室 の あ 
る マン ショ ン だ 。 監督 は 、 須 磨 夫 婦 を 俗 世 間 か ら 人 逸脱 し た 精神 世界 の 
住人 の よう に 仕立 て 上 げ る ため 、 本 当 の 植物 園 の 中 に セット を 組む こ 
と を 希望 し た が 、 そ れ は 無理 な 注文 。 頭 を 悩ま せ た 美 術 の 丸尾 知行 は 
室内 の セッ ト を 組み 、 所 狭し と 植木 を 並べ た 。 それ で も 鉢 の 置け る ス 
ペー ス に は 限界 が あり 、 監 督 の 言 う 「 圧 倒 的 な 数 の 植物 に 囲ま れ た 空 
間 」 を 作り 上 げ る に は 試行 錯誤 が 繰り 返さ れ た 。 こ うし て 生ま れ だ た 温室 


は 、 和 泊 蒼 と し た 得体 の 知れ な い 異 空間 と し て カメ ラ に 捉え られ て いる 。 


3 piece 一 一 石井 流 " 男 と 女 の 濡れ 場 "2 

@ 温 室 の 中 央 に ある ピラ ミッ ド 型 の ミス ト サ ウ ナ の 中 で 節子 と トモ オ 
が 肌 を 寄せ 合い (、 ヨ ガ と も ダン ス と も 言い 難い 不思議 な 眼 想 を 行う 。 
ら この シー ン の も と に な つう て いる の は 弟 学 考 ル ドル ジッ ショ クタ イル ナー が 
唱え た ^ メ ディ テー ショ ン ”。「 景 い 十字 架 の 上 の 7 つの 薔薇 」 を 心 に 描 
き 、 そ れ が 次 々 に 花 を 咲か せる イメ ー ジ に 集中 する 。 を そう する こと で 
俗 か ら 6 離れ 、 魂 の 内 部 を 認識 で きる と いう 考え 方 ど 。 これ を アレ ンジ 
し 、 振 付 し た の は 、 創 作 ダ ン サ ー の 本 田 留美 子 。「 一 種 の モッ クス な 
ん だ けれ ども 、 い わ ゆ る 肉体 的 な いや らし いも の で は な く 、 精 神 的 エ 
クス タン ー や を 感 W て る と いう よう 人 な タン ス に し て AI と いう の が 


『 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 の 10pieces 


ズル の 70 6) 





監督 か ら の 依頼 どっ た 。 彼 女 は 、 二 人 の 内 面 世界 に つい て は 考え 込ま 
ず 、 共 同 作業 で 薔薇 を 咲か せ て いく イメ ー ジ を 形 に する こと に 留意 し 
て 創作 し た 。 を その か いあ っ て 平 則 な ベッ ド シ ー ン と は か け 離 れ だ 、 監 
督 ら し い 濡 れ 場 ? が 出来 上 が っ た 。 





4 pieceーー- ベ ベジタリアン の トモ オ は 良妻 の 鏡 

⑮ 夜 遅く 、 仕 事 を 終え て 帰っ て くる 節子 の た め に 愛情 料理 を 作っ て 待 
つ ト モ オ 。 テ ー ブ ル に 並べ られ だ の は 、 カ ブ の 煮物 や カボ チャ を くり 
抜い て 作っ た スー プ な ど 。 脚本 を 読ん だ 小道 具 の 城 丸 泉 が 「 こ ん な 浮 
世 離 ん し た 人 間 は 絶対 に 野菜 し か 食べ な い 」 と 独断 で 下 モ オ を ベジ タ 
リア ン に 設定 。 料 理 雑誌 「 シ ェ フ シリ ー ズ 」( 中 央 公論 社 刊 ) の 野菜 料理 
特集 号 を 参考 に ビタ ミン だ っ ぷり の 献立 を 組み 立て た 。 

まだ た 、 ト モ オ の 所 作 に つい て は 、 監 督 が 歩く 密 か ら ド ア を 閉め る 手 
先 の 仕 種 まで 細か く 演 出 。 豊川 悦司 も これ に こま や か に 応え た 結果 、 
今 で は め っ だ に お 目 に か か れ な い 、 控 え め な 良き 妻 ? と な っ て 出来 上 
が っ だ 。 





5 piece 一 一 撮影 隊 も 謀 え た ケー ビン グ * シ ー ン 
⑯ 映 画 の 冒頭 、 節 子 は 、 を の 後 直面 し な けれ ば な ら な い 強 烈 な 精神 的 


葛藤 を 予測 し た か の よう に 、 地 底 深 く 洞 窟 の 中 を る ま よ い 歩 く 。 半 重 
に も 道 が 入り 組む 富士 の 風 穴 は 、 ま る で 大 脳 を 旅 し て いる か の よう 。 
この ケー ビン グ 、 日 本 で は あま り 聞 き 慣 れれ ない が 海外 を 中 心 に 注目 を 
集め て いる 。 も と も と 洞窟 探検 は 、 火 山 や 石炭 、 洞 窟 生 物 等 の 研究 、 
また 地下 水脈 や 作図 の 調査 な どの 目的 で 行わ れ て いた も の 。 し か し 最 
近 で は 、 迷 っ た だ たら 最後 と いう 日 常 で は 味わえ を ん ない スリ リン グ な 体験 を 
求め て スポ ー ツ と し て 楽し む 人 も 増え て いる 。 


「 エ ンジ ェ ル ・ ダ スト 』 の 10pieces 


今回 の 撮影 コー ディ ネー ター、 立 原 弘 は 日 本 洞窟 協会 理事 、 日 本 火 
山 洞窟 学 協会 副 会 長 の 肩書 き を 持つ 洞窟 探検 の さ テ ラン 。 彼 に よる と 、 
この スポ ー ツ は 歩き 慣れ た 経験 者 で あっ て も 、 突 然 、 行 き 先 を 見 失っ 
て 混乱 し 、 脱 出 不 可能 と な る こと も ある らし い 。 今回 は 撮影 隊 の 仕事 
が スム ー ズ に いく よう な 場所 が 選ば れ だ た と は いえ 、 経 験 の な い 者 に と 
っ て は 油断 で き な い 危険 な 路 。 こ の 緊 師 し た 状況 が 南 果歩 の 恐怖 心 を 
粉 り 、 日 本 映画 史上 初 、 戦 像 の ケー ビン グ ・ シ ー ン と な っ た 。 





6 piece 一 一 富士 山 の 見 える 大 き な 窓 
⑳ 高 士 山 芳 に ある リフ リー ジン グ ・ サ イコ リュ ウム は 、 合成 で も な く 
セッ ト で も な い 。 本当 に 大 き な 窓 か ら 6 優雅 な 富士 が 見 物 で きる 建物 を 
告 り 切 っ て 撮影 は 行わ れ た だ 。 念入り な ロケ ・ ハ ン で 見 つけ 出し た その 
建物 は 、 富 士 山 を 撮り つづ け て いる 写真 家 、 大 山行 男 る きん の アト リエ 。 
阿久 の 生活 感 を 出る な いた め に 台所 を 本 棚 で 隠す 程度 で 、 あ と は ほ と 
ん と ど そ の まま 使用 。 撮 影 当日 は 天候 に 恵まれ 、 美 し い 富 士 が 姿 を 現し 
だ た 。 そ れ を 背景 に シー ン を 撮り な ぇ を だ スタ ッ フ 一 同 は 、 快 てく 貸し て く 
だ さっ た 大 山 き ん に 心から 感謝 し た 。 





7 DIeCe 
ペン ツーン (は 
写ら な いと ころ まで 


⑯ 逆 洗脳 室 の シー ン の 撮影 は 全て スタ 
ジオ ォ ・ セ ッ ト で 行わ れ た 。 画面 で は 分 か 
り づ らい が 、 よく 見 る と 室内 の 壁 が 少 
し ずつ 傾斜 し て いる 。 これ は 、 昧 の 
巣 を イメ ー ジ し て 作ら 5 れ だ も の だ 。 真 
上 か ら 是 く と 周囲 の 壁 が 5 段階 に 傾斜 

し て 、 阿 久 に 逆 洗脳 を 受け て いる 人 物 上 
が 獲物 し な っ て 囚われ て いる か の よう 
に 見 える 。 全 賊 で 捉え を た シー ン こ そ な 
い が 、「 私 は あな だ た に 囚われ て いる の 」 
と いう 節子 の 台詞 が ある よう に 、 阿 久 
の 世界 に 入り 込ん で し まっ た が 最後 、 
も が き 苦 し め ば 昔 し む ほ ど 、 どん どん 
吸い 込ま れ て いく こと を 暗示 し て いる 
の 3 の LN の 78。 











8 piece ミケ ラン ジェ ロ ふ う プ リュ ー ゲ ル 
阿久 の 部 屋 に 飾っ て ある 一 枚 の 絵 は 、 ピーター・ ブ リュ ー ゲ ル の 代 
表 作 「 幼 児 虐 待 」(Le Massacre des Innocents/1565 一 1567 年 )。 イ ラス 








10 piece 


トレ ー タ ー の 城 芽 ハヤ ト は 、 日 本 で は 手 に 入り に くい 画集 を 集め 、 村 
の 風景 や 生活 いき いき と 描 じ た ブリ ュー ゲル の 作風 を 皿 実に 模写 し 
だ 。 し か し 監督 は 、 仕 上 が り に 満足 なせ ず 、 も っ と 描き 込ん で ほし いと 
言う 。 一度 は 「 こ れ が ブリ ュー ゲル の タッ チ な ん だ 」 と 言い 張っ た だ も の 
の 、 阿 久 の 性 格 を 匂わ せる よう に 、 絵 の 虐待 部 分 を カメ ラ で 撮り た い 
と 監督 か ら 説明 を 受け た 彼 は 、 ア ッ プ に 堪え うる 作品 に する の が 仕事 、 
と 納得 し て 、 中 央 部 分 の み 級 密 に 描き 込ん だ 。 こ うし て 城 芽 ハヤ ト 作 
の ブリ ュー ゲル は 、 ヾ 真ん中 だ け ミ ケラ ンジ ェ ロ と いう 新しい タイ プ 
の 作品 と な っ た 。 


Y 。 。  。 用 meEus シ スッ ラチ 


9 piece 一 一 隠さ れ た キー ワー ド "V" 

⑮ 蜂 の 一 刺し で 次 々 に 被害 者 た ち を 襲っ て いく 〈 殺 人 以 器 は 、 ゆ うき の 
指 に 鈍く 光る 銀色 の 指輪 。 を の シル バー リン グ に は 、 阿 久 が ゆ うき を 
コン トロ ー ル する だ め の 呪 文 と し て 使わ れる ^V/ と いう 文字 が 刻ま れ 
て いる 。 二 人 の 間 だ け に 存在 する キー ワー ド と し て 、 他 人 に 分 か ら ぬ 
よう 目 立 だ な くし 、 し か も 印象 的 な 造形 に 仕上 げ て ほし いと 監督 か ら 6 
出る れ だ 注文 に そっ て 無心 に 制作 し た の は 、 ア ー テ ィ ス ト の 井出 高史 。 
撮 影 終了 後 、 あ ら た め て 映画 で 自分 の 作品 を 見 た 彼 は 、 こ の 指輪 は 阿 
久 が ゆ うき を コン トロ ー ル する だ め に 与え た も の 、 も し く は ゆう き が 
コン トロ ー ル る れ だ た い が だ め に 自分 で 作っ た も の で ある と 確信 し た と 
いう 。 サ イド や 針 の 飛び 出す 部 分 に まで V? が あし ら わ れ た だ この 指輪 
は 、 映 画 の 中 で し っ か り と 凶器 ? を 演じ て いた 。 














阿久 の ブッ クリ スト 

この 映画 を 製作 する に 至っ た 監督 が どっ ぷり と 潰 か っ て いた 精神 世 
衝 は 、 リ フリ ー ジ ング ・ サ イコ リュ ウム に 通っ て いた 第 一 相 害 者 、 朝 
日 由美 子 の 遺 品 から 、 阿 久 の 愛読 書 と し て 発見 され る 。 

"ツァ ラ ト ゥ ス トラ は か く 語 りき 』 上 下 ニー チェ 著 ・ 竹 山道 雄 訳 
新潮 文庫 "自己 発 見 の 冒険 (1). ホロ トロ ピッ ク ・ セ ラビ ピー』 ス タニ 
スラ フ ・ グ ロフ 著 ・ 吉 福 伸 逸 、 菅 靖彦 訳 春秋 社 ノ 『 脳 を 超え て 』 ス タニ 
スラ フ ・ グ ロフ 著 ・ 吉 福 伸 逸 、 星 川 淳 、 菅 靖彦 訳 春秋 社 ノ 『 本 能 』 ロ ジ 
ェ * カ イ ヨ リ ワリ 著 ・ 野 村 二 郎 、 中 原 好文 訳 思索 社 ノ 『 戦 争論 』 ロ ジェ ・ カ 
イ ヨ ワ 著 ・ 秋 枝 茂夫 訳 法政 大 学 出版 局 

監督 が 作り だ し た 阿久 の 人 物 像 は 、 こ れ ら の 中 に 秘め られ て いる の 
か も し れ な い 。 
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_ Behind the Subtitles ン 天野 じゅ ね っ と 


葛 映 画 の 字幕 と いう と 、 外 国 映画 に 日 本 語 字幕 を 連想 す 
る の が 普通 だ が 、 私 の 場合 は 逆 で 、 日 本 映画 に 英語 字幕 
を 付け る の が 専門 。 従 っ て 、 日 本 で は 映画 祭 以外 で は 殆 
ご 観客 の 目 に ふれ な い 。 気楽 と 言え ば 気楽 だ が 、 ち ょ っ 
と 寂し い 気 も する 。 し か し 、 人 外国 の 映画 祭 な ど で 、 自 分 
の 字幕 を 付け た 作品 が 賞 を 取っ た り 、 評 価 が 高かっ た り 
する と 、 無 茶 苦 茶 嬉 し い 。 

形 日 本 語 字幕 の 経験 も ある の で 、 ど うし て も 比較 し て し 
まう か が 、 日 本 語 を 英語 に 訳す 時 、 一 番 困 る の が 主語 の 欠如 
や 性 別 や 単数 複数 が 不明 瞭 で ある こと 。 例え ば 「 ど こ へ 
行っ た ?」 と いう 簡単 な 台詞 も 英語 な ら 「VWhere did you 
go7」、「Where is it?」、「VWhere have they gone ?」 
な ご な ご ど ご 。「 あ れ ら 」 と か 「 彼 女 」 と か 限定 され て いれ ば 
いい の だ が 、 作 品 の 画面 を 見 て も 定か で は な い 場 合 も ある 。 
葛 『Angel Dust』 は 石井 作品 特有 の ムー ド を 大 切 に する 
よう 心がけ た が 、 限 られ た 字数 の 中 で 結構 悪戦 苦闘 し た 。 
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killed another person, especially by plani 

did it [7 C] 
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[別当 騰 握 性 青 NTTO き SC SS] 
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頻繁 に 登場 する 「 山 手 線 女性 連続 殺人 事件 」 な ど 、 日 本 
語 字 幕 な ら 一 行 だ け 、 英 語 に 直訳 する と 「Yamanote 
Line Serial Murders Claiming Women」 と な り 、 
到底 一 行 に 収まら な い 。「 特 別 捜査 班 」 は 「 特 捜 班 」 と 略 
語 に で きる が 、 英 語 だ と 「Special Task Force」 と す 
る し か な い 。 そ れ に 、 新 聞 の 見 出し や 看板 の 文字 と し て 
扱う 時 は 、 全 部 を 大 文字 に する の で 、 余 計 ス ペー ス を と る 。 
W Angel Dust』 の 訳 で 一 番 の 難関 は 、 意 外 に も 警察 無 
線 な どの 闘 察 用 語 。 日 頃 映画 や TV シリ ー ズ で 聞き 慣れ 
て いる は ず な の に ……' それ ら の 箇所 に 来 た ら 、「 ア レッ 、 
ご つう 言う ん だ っ た っ け 」 と 情け な い 。 簡単 に 思え る 「( 殺 
人 ) 犯 人 」 で も 、 辞 書 を 引け ば 分 か る が 、 英 語 で は 色々 
な 言い 方 が ある 。 記 憶 を 辿り な が ら 、 刑 事 た ち に は 
「perpetrator」 と 言わ せ 、 一 般 人 は 「killeri に し た 。 いや 
は や 、 思 わ ぬ 所 に 落と し 穴 が あっ た 。 
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